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市役所（親局）�

中継局��
（朝日山・紫雲出山）�

屋外拡声子局��
（各庁舎・避難所等）�

遠隔制御器��
（各庁舎・消防署）�

地区制御器��
（学校・公民館・農協等）� 戸別受信機（各世帯）�

親局、中継局�

再送信子局�

屋外拡声子局�
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43

391
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3

4

9

8

7

5

13

12

44

22
21

45

46

27

30

親局親局(市役所市役所)親局(市役所)

朝日山朝日山�
中継局中継局�
朝日山�
中継局�

紫雲出山�
中継局�

平成23年度までに新しくできる屋外施設位置図�

防災行政無線の仕組み�

※赤文字の場所は、再送信子局を兼ねています。※赤文字の場所は、再送信子局を兼ねています。�

19�
20�
21�
22 �
23�
24�
25�
26�
27�
28�
29�
30�
31�
32�
33�
34�
35�
36 

上高野小学校��
本山小学校��
詫間庁舎��
松崎小学校��
詫間中学校��
箱浦小学校��
荘内自然休養村センター��
粟島開発総合センター��
志々島老人いこいの家��
仁尾庁舎仁尾庁舎�
曽保小学校��
仁尾小学校��
財田庁舎�
財田上小学校財田上小学校����
財田中小学校財田中小学校�
長野公民館長野公民館�
詫間第詫間第4分団屯所分団屯所�
黒川黒川�

上高瀬小学校�
勝間小学校�
比地小学校�
二ノ宮小学校�
麻小学校�
山本庁舎山本庁舎�
辻小学校�
河内小学校�
大野小学校�
神田小学校神田小学校�
三野庁舎三野庁舎�
大見小学校�
三野津中学校�
吉津小学校�
豊中庁舎豊中庁舎�
桑山小学校�
比地大小学校�
笠田小学校��
　�

1�
2�
3�
4�
5�
6�
7�
8�
9�
10�
11�
12�
13�
14�
15�
16�
17�
18

屋外拡声子局一覧��
◎避難所等�

※上記の場所では、電波による双方向の通信通話が可能です。�

43�
44�
45�
46�
47

南山�
津嶋神社周辺�
生里�
家の浦�
入樋�

市役所市役所�
平見�
西ノ脇�
白坂�
向谷�
上栂�

37�
38�
39�
40�
41�
42

◎その他の設置箇所�

【
平
成
21
年
度
】�

・
親
局
、
中
継
局
の
整
備
お
よ
び
再
送

　
信
子
局
、
屋
外
拡
声
子
局
設
備
の
整

　
備
（
高
瀬
町
・
詫
間
町
以
外
）�

【
平
成
22
〜
23
年
度
】�

・
豊
中
町
、
財
田
町
、
山
本
町
、
三
野
町
、

　
仁
尾
町
へ
の
戸
別
受
信
機
の
設
置�

・
高
瀬
町
、
詫
間
町
の
屋
外
拡
声
子
局

　
設
備
の
整
備
と
戸
別
受
信
機
の
設
置�

※
有
線
放
送
施
設
が
老
朽
化
し
て
い
る

　
豊
中
町
、
財
田
町
か
ら
戸
別
受
信
機

　
を
設
置
し
、順
次
整
備
し
て
い
き
ま
す
。�

�

　
御
器
を
設
置
し
、
緊
急
放
送
お
よ
び

　
臨
時
放
送
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。�

・
地
区
公
民
館
・
小
学
校
・
農
協
等
、

　
地
区
遠
隔
制
御
器
を
43
台
設
置
し
、

　
情
報
発
信
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。�

・
親
局
を
市
役
所
に
設
置
し
、
朝
日
山

　
と
紫
雲
出
山
に
中
継
局
を
設
置
し
ま

　
す
。�

・
市
内
全
域
一
斉
放
送
に
対
応
す
る
た

　
め
、
中
継
局
か
ら
の
通
信
を
各
世
帯

　
に
送
信
す
る
再
送
信
子
局
を
各
庁
舎

　
等
10
カ
所
に
設
置
し
ま
す
。�

・
各
庁
舎
や
避
難
場
所
等
47
カ
所
に
、  

 
 
 

　
外
部
ス
ピ
ー
カ
ー
で
放
送
す
る
屋
外

　
拡
声
子
局
を
設
置
し
ま
す
。�

　（
3
ペ
ー
ジ
位
置
図
参
照
）�

・
全
世
帯
に
戸
別
受
信
機
を
無
償
貸
与

　
し
ま
す
。�

・
各
庁
舎
、
三
観
広
域
消
防
に
遠
隔
制

　
接
続
し
緊
急
放
送
に
対
応
で
き
ま
す
。�

・
聴
覚
障
害
者
へ
の
文
字
放
送
に
も
対

　
応
し
ま
す
。�

・
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り
、
親
局
と
子  

　
局
の
双
方
向
通
信
が
可
能
と
な
り
、 

 

　
大
き
な
災
害
等
で
地
上
線
が
途
切
れ 

　
た
場
合
で
も
対
応
で
き
ま
す
。�

・
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム(

J-

　
A
L
E
R
T)

や
緊
急
地
震
速
報
と

　
現
在
、
各
町
ご
と
に
災
害
情
報
や
行

政
放
送
の
伝
達
方
法
が
異
な
っ
て
い
ま

す
。(

有
線
放
送
、
オ
フ
ト
ー
ク
、
ア

ナ
ロ
グ
防
災
無
線
、
C
A
T
V
な
ど)�

　
今
回
、
統
一
し
た
デ
ジ
タ
ル
防
災
行

政
無
線
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地

域
格
差
を
な
く
し
、
適
切
な
情
報
を
迅

速
か
つ
的
確
に
住
民
の
皆
さ
ん
に
お
伝

え
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。�

●
戸
別
受
信
機
は
三
豊
市
の
住
民
基
本

　
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
世
帯
に
、

　
1
世
帯
1
台
無
償
貸
与
し
ま
す
。

　（
2
台
目
以
降
は
自
己
負
担
）�

●
設
置
に
か
か
る
標
準
的
な
工
事
費
は

　
市
が
負
担
し
ま
す
。
電
波
が
入
り
に

　
く
い
地
域
で
は
外
部
ア
ン
テ
ナ
を
取

　
り
付
け
ま
す
。�

●
設
置
に
つ
い
て
は
、
全
世
帯
に
順
次
、

　
地
区(

町)

ご
と
に
事
前
に
申
請
用
紙

　
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
記
入
の
う
え

　
返
信
用
封
筒
で
返
信
し
て
く
だ
さ
い
。

　
各
世
帯
へ
業
者
が
取
り
付
け
に
行
き

　
ま
す
。�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
問
い
合
わ
せ�

　
総
務
課
　
☎
73
・
3
0
0
0
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日�日� 日�日� 月
�

月
�

議
会
広
報
委
員
会�

ま
ち
づ
く
り
調
査
特
別
委
員
会

三
観
広
域
行
政
組
合
議
会
�

三
豊
総
合
病
院
組
合
議
会
�

三
観
衛
生
組
合
議
会
�

　
初
日
に
は
、
市
長
よ
り
議
案
の

提
案
理
由
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

主
な
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。
�

　
議
案
第
1
3
1
号
は
、
高
瀬
町

総
合
交
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
施
設
及
び

産
地
形
成
促
進
施
設
が
、
第
三
セ

ク
タ
ー
の
解
散
に
よ
り
指
定
管
理

者
制
度
に
よ
る
民
間
の
管
理
運
営

と
な
る
た
め
、
指
定
管
理
者
か
ら

の
施
設
使
用
料
を
管
理
基
金
と
し

て
積
み
立
て
る
た
め
の
条
例
制
定

で
す
。
�

　
議
案
第
1
3
2
号
は
、
本
市
中

小
企
業
の
振
興
や
地
域
活
性
化
を

図
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た

条
例
制
定
で
、
議
案
第
1
3
4
号

は
、
三
豊
市
内
の
漁
業
の
振
興
を

図
り
、
漁
業
を
取
り
巻
く
環
境
整

備
を
実
施
し
て
い
く
た
め
の
条
例

制
定
で
す
。
�

　
議
案
第
1
3
9
号
一
般
会
計
補
�

正
予
算
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

5
億
6
’
9
6
7
万
1
千
円
を
追

加
し
、
予
算
の
総
額
を
2
9
9
億

4
’
2
9
3
万
9
千
円
と
す
る
も

の
で
す
。
歳
出
の
主
な
も
の
と
し

て
、
障
害
者
自
立
支
援
等
で
9
’

1
4
7
万
円
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
補
助
等
で
1
億

2
0
2
万
円
、
幼
稚
園
・
小
学
校

施
設
の
耐
震
化
推
進
事
業
等
で
3
’

9
8
0
万
円
の
増
額
で
す
。
ま
た
、

中
小
企
業
振
興
基
金
に
１
億
円
、

漁
業
振
興
基
金
に
5
’
0
0
0
万

円
を
積
み
立
て
る
な
ど
、
積
立
金

で
2
億
2
’
1
9
5
万
円
、
病
院
�

事
業
会
計
へ
の
繰
出
し
を
含
め
、

特
別
会
計
等
に
2
’
5
0
5
万
円

を
繰
り
出
す
も
の
で
す
。
�

　
各
議
案
の
細
部
に
わ
た
る
審
議
�

は
、
付
託
さ
れ
た
各
常
任
委
員
会

で
行
わ
れ
、
22
日
の
最
終
日
に
は
、
�

各
委
員
長
か
ら
全
議
案
可
決
と
の

委
員
会
審
査
報
告
が
あ
り
、
採
決

の
結
果
、
委
員
長
報
告
ど
お
り
原

案
を
可
決
し
ま
し
た
。
�

　
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
請
願

2
件
に
つ
い
て
は
、
教
育
民
生
委

員
長
か
ら
、
請
願
第
2
号
は
継
続

審
査
、
第
3
号
は
採
択
と
の
報
告

が
あ
り
、
採
決
の
結
果
、
請
願
第

2
号
は
継
続
審
査
、
第
3
号
は
賛

成
多
数
で
採
択
と
な
り
ま
し
た
。
�

　
22
日
に
追
加
提
案
さ
れ
た
、
議

案
第
1
4
8
号
高
瀬
町
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
耐
震
補
強
及
び
大

規
模
改
修
工
事
の
変
更
契
約
、
議

案
1
4
9
号
仁
尾
港
係
留
施
設
整

備
工
事
の
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し

た
。
�

　
人
事
案
件
に
つ
い
て
は
次
の
と

お
り
同
意
し
ま
し
た
。
�

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）
�

〔
人
権
擁
護
委
員
〕
�

加
賀
宇
　
由
基
（
三
野
町
大
見
）
�

�

議案第131号�

議案第132号�

議案第133号�

議案第134号�

議案第135号�

議案第136号�

議案第137号�

議案第138号�

議案第139号�

議案第140号�

議案第141号�

議案第142号�

議案第143号�

議案第144号�

議案第145号�

議案第146号�

議案第147号�

議案第148号�

議案第149号�

議案第150号�

請 願 第 2 号�

請 願 第 3 号�

高瀬町総合交流ターミナル施設及び高瀬町産地形成促進施設管理基金条例の制定�

中小企業振興基金条例の制定�

西香川病院基金条例の制定�

漁業振興基金条例の制定�

公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部改正�

区域外における公の施設の設置に関する協議�

三豊総合病院組合規約の全部変更�

香川県 　　　　  学校組合規約の一部変更�

平成21年度一般会計補正予算（第5号）�

平成21年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第2号）�

平成21年度国民健康保険診療所事業特別会計補正予算（第2号）�

平成21年度後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第2号）�

平成21年度介護保険事業特別会計補正予算（第2号）�

平成21年度介護サービス事業特別会計補正予算（第2号）�

平成21年度浄化槽整備推進事業特別会計補正予算（第1号）�

平成21年度水道事業会計補正予算（第4号）�

平成21年度病院事業会計補正予算（第1号）�

工事請負契約の変更契約�

工事請負契約の締結�

人権擁護委員候補者の推薦�

三豊市が検討しているごみ処理問題�

ごみ処理問題に関する請願書�

平成20年度歳入歳出決算認定�
特別会計（地域農産物利用促進センター事業・国民健康保険事業・国民
健康保険診療所事業・老人保健事業・後期高齢者医療事業・介護保険事
業・介護サービス事業・集落排水事業・浄化槽整備推進事業・港湾整備
事業・土地造成事業）水道事業会計・病院事業会計�

議案第 92 号�

議案第104号�

〜
�

※ 議決年月日　議案第91号～104号　平成20年度歳入歳出決算認定　（平成21年12月3日）�
　　　　　　　 その他の議案（平成21年12月22日）�

平成20年度一般会計歳入歳出決算認定�議案第 91 号�

三 豊 市�
観音寺市 
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■問
　
市
長
在
職
4
年
間
の
検
証
と

成
果
及
び
次
期
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
。
�

■答
　
公
約
の
総
論
で
あ
る
徹
底
し

た
行
財
政
改
革
を
図
り
、
公
債
費

比
率
・
将
来
負
担
比
率
・
一
人
当

た
り
基
金
残
高
が
県
内
8
市
中
2

位
ま
で
に
な
っ
た
。
公
約
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
19
項
目
の
う
ち
未
着
手
は

2
項
目
の
み
。
次
期
公
約
で
は
、

子
育
て
支
援
を
最
重
要
課
題
と
考

え
、
医
療
費
の
無
料
化
を
中
学
校

修
了
時
ま
で
引
き
上
げ
た
い
。
�

■問
　
市
の
活
性
化
経
済
対
策
と
し

て
、
プ
レ
ミ
ア
付
商
品
券
を
22
年

度
も
発
行
す
る
考
え
は
。
�

■答
　
地
域
通
貨
と
し
て
、
三
豊
市

商
品
券
の
利
用
拡
大
を
図
り
た
い
。
�

■問
　
Ｃ
ラ
ン
ク
業
者
へ
の
発
注
事

業
量
を
増
や
す
必
要
は
無
い
の
か
。

ま
た
、
旅
行
業
者
も
市
内
の
業
者

を
優
先
し
て
使
う
べ
き
で
な
い
か
。

■答
　
国
か
ら
の
経
済
対
策
と
し
て

Ｃ
ラ
ン
ク
の
事
業
を
発
注
予
定
で

あ
る
し
、
随
意
契
約
を
極
力
控
え

る
こ
と
で
受
注
機
会
を
増
や
し
て

い
き
た
い
。
旅
行
業
者
を
地
元
優

先
と
す
る
こ
と
は
同
感
で
あ
る
。
�

■問
　
耕
作
放
棄
地
の
実
態
を
問
う
。

■答
　
市
内
に
は
1
’
6
7
9
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
21
％
の
農
地
が
放
棄
地

と
な
っ
て
い
る
。
�

■問
　
農
地
を
適
正
に
管
理
し
有
効

利
用
す
る
た
め
の
施
策
と
組
織
づ

く
り
が
必
要
で
は
な
い
の
か
。
�

■答
　
担
い
手
の
確
保
が
重
要
で
あ

る
。
法
改
正
に
よ
り
農
業
生
産
法

人
以
外
の
企
業
等
の
農
業
経
営
参

画
が
可
能
と
な
り
、
農
業
生
産
法

人
や
営
農
組
合
、
新
規
就
農
者
や

退
職
後
の
就
農
希
望
者
等
、
多
様

な
担
い
手
の
確
保
・
支
援
に
つ
い

て
積
極
的
に
対
応
す
る
体
制
の
整

備
を
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
現

在
農
業
振
興
課
・
農
業
委
員
会
・

Ｊ
Ａ
の
三
者
で
耕
作
放
棄
地
対
策

の
協
議
を
進
め
て
お
り
、
早
い
時

期
に
農
村
支
援
セ
ン
タ
ー
の
よ
う

な
組
織
を
立
ち
上
げ
、
農
業
に
つ

い
て
窓
口
の
一
本
化
を
図
り
た
い
。
�

■問
　
販
売
窓
口
と
し
て
給
食
用
食

材
納
入
組
織
を
作
っ
て
は
。
�

■答
　
地
産
地
消
を
進
め
、
耕
作
放

棄
地
対
策
と
し
て
も
、
関
係
団
体

と
協
議
を
続
け
て
い
く
。
�

■問
　
高
瀬
公
民
館
・
図
書
館
は
築

40
年
以
上
経
過
し
、
老
朽
化
が
著

し
く
緊
急
避
難
場
所
と
し
て
の
機

能
も
果
た
せ
な
い
状
態
。
新
た
な

施
設
整
備
に
つ
い
て
の
考
え
は
。
�

■答
　
両
施
設
と
も
老
朽
化
が
進
み
、

安
全
性
や
ニ
ー
ズ
に
十
分
に
は
こ

た
え
ら
れ
て
い
な
い
。
建
て
替
え

に
つ
い
て
の
検
討
が
必
要
だ
と
は

考
え
る
が
、
た
だ
単
に
公
民
館
・

図
書
館
の
建
て
替
え
だ
け
の
問
題

で
は
な
く
、
本
庁
を
中
心
と
し
た

地
域
の
全
体
的
な
構
想
の
中
で
の

検
討
が
必
要
で
あ
る
の
で
、
慎
重

に
事
を
進
め
て
い
き
た
い
。
�

■問
　
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に

よ
り
、
た
か
せ
天
然
温
泉
で
の
年

間
入
浴
会
員
制
度
が
廃
止
さ
れ
た
。

利
用
者
か
ら
の
不
満
の
声
も
多
い

が
、
会
員
制
度
導
入
の
考
え
は
。
�

■答
　
経
営
・
管
理
を
委
託
し
た
民

間
事
業
者
が
利
用
料
金
を
定
め
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
今
の
と
こ

ろ
導
入
の
考
え
は
な
い
と
の
こ
と
。

た
だ
、
議
会
で
議
論
す
る
中
で
導

入
に
対
す
る
強
い
要
望
が
あ
っ
た

こ
と
は
事
業
者
に
伝
え
る
。
�

■問
　
県
下
の
ご
み
処
理
広
域
化
の

協
議
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
�

■答
　
広
域
化
は
、
各
自
治
体
に
よ

り
温
度
差
が
あ
り
分
別
方
法
も
異

な
り
時
間
を
要
す
る
の
で
、
ま
ず

市
の
処
理
方
式
を
決
定
し
、
引
き

続
き
広
域
化
の
道
も
探
っ
て
い
く
。
�

■問
　
市
民
に
よ
る
生
ご
み
処
理
の

徹
底
を
図
っ
て
か
ら
、
ふ
さ
わ
し

い
規
模
の
バ
イ
オ
ガ
ス
化
生
ご
み

施
設
に
動
く
べ
き
と
考
え
る
が
。
�

■答
　
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
は

必
要
で
あ
る
と
の
検
討
委
員
会
等

の
意
見
を
具
体
化
す
る
た
め
、
担

当
課
に
お
い
て
段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ

ス
ト
や
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
を
利
用
し
た

推
進
施
策
を
検
討
中
で
あ
る
。
�

■問
　
支
払
に
係
わ
る
職
員
の
処
分

に
つ
い
て
市
民
説
明
が
必
要
で
は
。
�

■答
　
担
当
職
員
1
名
と
当
時
の
管

理
監
督
者
2
名
に
対
し
て
、
文
書

に
よ
る
厳
重
注
意
と
し
た
矯
正
措

置
を
行
い
、
現
在
関
係
す
る
管
理

監
督
者
に
対
し
て
も
、
再
発
防
止

の
た
め
注
意
喚
起
を
行
っ
た
。
当

措
置
は
懲
戒
処
分
に
該
当
し
な
い

こ
と
か
ら
公
表
は
し
て
い
な
い
。
�

■問
　
三
豊
市
は
、
子
ど
も
の
医
療

費
窓
口
無
料
化
を
他
市
に
先
駆
け

て
9
歳
ま
で
に
し
た
。
し
か
し
、

子
育
て
世
帯
を
取
り
巻
く
環
境
は

厳
し
く
、
非
正
規
雇
用
の
増
大
や

雇
用
保
険
を
受
け
取
れ
な
い
失
業

者
の
増
大
等
、
世
帯
収
入
の
減
少

で
生
活
が
破
綻
し
、
病
院
に
か
か

れ
な
い
な
ど
の
状
況
が
生
ま
れ
て

い
る
。
義
務
教
育
の
間
、
安
心
し

て
医
者
に
か
か
れ
る
環
境
整
備
を

行
う
こ
と
が
自
治
体
の
責
務
と
考

え
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
医
療
費

の
無
料
化
年
齢
を
中
学
校
修
了
ま

で
と
す
る
こ
と
を
求
め
る
。
�

■答
　
乳
幼
児
医
療
費
助
成
事
業
は
、

現
在
、
県
単
独
事
業
と
し
て
は
6

歳
ま
で
、
市
単
独
事
業
で
9
歳
ま

で
実
施
し
て
い
る
。
ま
ん
の
う
町

が
す
で
に
中
学
校
修
了
ま
で
の
医

療
費
助
成
を
実
施
し
て
お
り
、
観

音
寺
市
も
22
年
4
月
か
ら
、
善
通

寺
市
も
22
年
度
の
予
定
で
実
施
を

検
討
し
て
い
る
。
�

　
三
豊
市
も
22
年
10
月
を
め
ど
に
、

現
物
給
付
で
の
実
施
を
検
討
中
で

あ
る
。
�

■問
　
市
に
は
2
万
冊
余
、
金
額
に

し
て
4
千
万
円
余
の
文
化
財
関
連

書
籍
が
眠
っ
て
い
る
が
、
そ
の
販

売
並
び
に
有
効
活
用
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。
�

■答
　
在
庫
に
な
っ
て
い
る
書
籍
も

各
町
時
代
・
新
市
に
と
っ
て
も
、

一
つ
の
文
化
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と

し
て
価
値
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
大
量
に
在
庫
に
な
っ
て
い

る
の
は
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
市

広
報
紙
に
チ
ラ
シ
を
入
れ
た
が
、

未
配
布
の
学
校
関
係
に
置
く
な
ど

有
効
活
用
し
、
残
り
は
市
民
部
・

教
育
委
員
会
で
処
分
に
取
り
組
む
。
�

■問
　
市
の
一
般
会
計
の
会
計
方
式

は
単
年
度
・
単
式
簿
記
方
式
の
た

め
、
事
業
完
了
後
の
在
庫
・
備
品

数
も
会
計
簿
上
掲
載
さ
れ
な
い
。

事
業
完
了
後
の
検
証
を
行
う
評
価

制
度
の
導
入
が
必
要
と
思
う
が
。
�

■答
　
三
豊
市
の
全
事
業
5
1
8
事

業
の
う
ち
か
ら
、
外
部
評
価
委
員

会
に
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
を
願
い
、
議

会
の
意
見
も
入
れ
て
外
部
評
価
に

付
す
べ
き
最
終
事
業
リ
ス
ト
を
作

成
し
、
事
後
評
価
を
実
施
す
る
。
�

■問
　
私
の
6
月
定
例
会
で
の
一
般

質
問
に
対
す
る
答
弁
と
し
て
、
自

転
車
歩
行
者
側
の
立
場
に
立
っ
た
、

増
幅
架
け
替
え
へ
向
け
て
の
緊
急

緊
要
性
を
認
め
ら
れ
、
県
当
局
へ

の
要
望
を
約
束
し
た
ま
ま
、
6
カ

月
後
の
今
ま
で
ナ
シ
の
つ
ぶ
て
で

あ
る
。
そ
の
後
の
対
応
な
り
、
今

後
に
向
け
て
の
見
通
し
に
つ
い
て

尋
ね
る
。
�

■答
　
県
当
局
と
は
、
鋭
意
折
衝
中

で
あ
る
も
の
の
、
そ
う
し
た
経
緯

説
明
が
遅
れ
た
点
は
お
詫
び
す
る
。

県
側
と
し
て
は
、
新
的
場
橋
は
昭

和
49
年
の
架
設
で
あ
り
、
現
在
の

設
計
基
準
に
沿
っ
た
拡
幅
を
伴
う

構
造
計
算
は
困
難
で
あ
る
。
加
え

て
、
構
造
が
ピ
ア
ノ
線
入
り
Ｐ
Ｃ

桁
で
あ
り
、
差
し
筋
を
し
て
の
拡

幅
は
困
難
で
あ
る
。
従
っ
て
、
現

状
調
査
の
上
、
代
替
案
を
両
者
で

協
議
し
な
が
ら
検
討
を
重
ね
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し

て
も
、
現
在
通
行
障
害
と
な
っ
て

い
る
植
込
み
や
規
制
標
識
等
を
移

設
し
、
自
転
車
や
歩
行
者
の
円
滑

な
通
行
体
系
を
早
急
に
整
え
た
い
。
�

■問
　
職
員
教
育
・
研
修
内
容
と
そ

の
成
果
は
。
人
事
考
課
制
度
を
ど

の
よ
う
に
活
用
し
て
い
る
の
か
。
�

■答
　
三
豊
市
人
材
育
成
基
本
方
針

に
基
づ
き
、
県
市
町
村
研
修
セ
ン

タ
ー
の
階
層
別
研
修
・
能
力
開
発

研
修
、
市
独
自
の
人
権
研
修
等
の

全
体
研
修
や
特
定
の
職
員
を
対
象

と
し
た
公
務
員
倫
理
並
び
に
接
遇

研
修
等
を
実
施
し
、
延
べ
1
’

8
3
6
名
が
参
加
し
た
。
今
後
は

自
ら
望
ん
で
受
講
す
る
よ
う
研
修

に
対
す
る
意
識
改
革
を
促
す
と
と

も
に
、
そ
の
成
果
を
一
層
組
織
の

活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
る
。
�

　
人
事
考
課
制
度
に
つ
い
て
は
、

職
員
の
人
材
育
成
・
公
務
能
力
の

向
上
を
目
的
と
し
て
お
り
、
勤
勉

手
当
・
昇
給
昇
任
等
、
既
に
人
事

管
理
に
活
用
し
て
い
る
が
、
職
員

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
な
ど

人
材
育
成
の
面
で
も
、
よ
り
有
効

な
も
の
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
職
員
個
々
の
能
力

が
最
大
限
発
揮
で
き
る
職
場
環
境

づ
く
り
や
研
修
を
行
い
、
人
事
管

理
の
適
正
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
�

■問
　
文
化
協
会
等
各
団
体
は
3
年

間
で
補
助
金
が
30
％
カ
ッ
ト
さ
れ
、

こ
れ
以
上
の
削
減
は
や
め
て
ほ
し

い
と
、
切
実
な
声
が
聞
か
れ
る
。

今
後
の
文
化
予
算
の
考
え
方
は
。
�

■答
　
文
化
協
会
補
助
は
2
4
1
万

円
と
減
額
し
て
い
る
が
、
「
社
会

教
育
団
体
連
絡
協
議
会
」
を
設
置

し
事
務
処
理
面
の
軽
減
を
図
っ
て

い
る
。
削
減
値
を
達
成
し
て
い
る

の
で
、
来
年
度
の
予
算
カ
ッ
ト
は

考
え
て
い
な
い
。
�

■問
　
原
下
工
業
団
地
裁
判
の
経
緯

等
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
、
市
民

へ
の
説
明
責
任
を
果
た
す
べ
き
。
�

■答
　
民
事
裁
判
は
、
元
町
長
ら
4

名
に
対
し
5
’
6
9
2
万
円
と

7
3
0
万
円
、
職
員
に
対
し
5
1
�

8
万
円
、
元
公
社
理
事
長
ら
3
名

に
対
し
1
’
6
7
1
万
円
の
損
害

賠
償
を
求
め
て
い
る
が
、
刑
事
裁

判
の
進
行
待
ち
で
進
展
は
な
し
。

刑
事
裁
判
は
、
元
理
事
長
と
職
員

2
名
を
虚
偽
有
印
公
文
書
作
成
・

同
行
使
・
背
任
罪
で
、
職
員
1
名

を
業
務
上
横
領
で
告
訴
。
22
年
1

月
25
日
に
論
告
求
刑
が
行
わ
れ
る
。
�

　
市
長
が
信
望
し
て
い
る
小
泉
構

造
改
革
路
線
に
よ
り
、
大
打
撃
を

受
け
て
い
る
市
民
に
対
す
る
対
処

策
を
問
う
。
�

■問
　
小
泉
改
革
の
骨
格
の
一
つ
規

制
緩
和
政
策
に
よ
る
激
安
過
当
競

争
で
、
中
小
企
業
は
倒
産
寸
前
。

市
内
の
散
髪
店
も
そ
の
一
つ
だ
。

料
金
3
分
の
1
以
下
の
激
安
店
と

の
競
争
は
、
い
く
ら
企
業
努
力
し

て
も
客
は
減
る
ば
か
り
が
実
情
だ
。

市
長
の
支
援
策
を
問
う
。
�

■答
　
市
で
は
手
に
負
え
な
い
問
題

で
、
全
国
的
課
題
と
し
て
国
に
向

け
て
強
く
訴
え
て
い
き
た
い
。
�

■問
　
小
泉
改
革
の
市
場
万
能
・
競

争
主
義
が
、
市
の
発
注
す
る
入
札

制
度
に
も
貫
徹
。
こ
れ
ま
で

1
3
0
万
円
以
下
の
公
共
工
事
は

随
意
契
約
も
可
能
と
し
て
い
た
も

の
を
、
原
則
指
名
競
争
入
札
に
変

更
。
業
者
間
の
低
価
格
競
争
を
あ

お
り
、
仕
事
破
壊
を
も
た
ら
す
。

随
意
契
約
で
だ
め
な
理
由
は
何
か
。
�

■答
　
多
く
の
業
者
に
対
し
受
注
機

会
の
増
加
に
つ
な
げ
た
い
旨
か
ら
。
�

※
他
に
、
関
連
2
課
題
を
質
問
�
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12
月
14
日
開
催
の
総
務
常
任
委

員
会
に
は
、
5
議
案
が
付
託
さ
れ

審
議
し
た
。
�

�■問
　
三
豊
市
高
瀬
町
総
合
交
流
タ

ー
ミ
ナ
ル
施
設
及
び
三
豊
市
高
瀬

町
産
地
形
成
促
進
施
設
管
理
基
金

条
例
の
制
定
　
こ
の
基
金
の
原
資

は
何
か
。
ま
た
ど
の
よ
う
な
と
き

に
こ
の
基
金
を
取
り
崩
す
の
か
。
�

■答
　
基
金
の
原
資
の
主
な
も
の
は
、

施
設
使
用
料
で
あ
る
。
ま
た
基
金

を
取
り
崩
す
の
は
、
経
年
劣
化
に

よ
る
1
0
0
万
円
以
上
の
改
修
を

行
う
と
き
で
あ
る
。
�

■問
　
三
豊
市
中
小
企
業
振
興
基
金

条
例
の
制
定
　
こ
の
基
金
の
運
用

は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。
ま
た
、

中
小
企
業
の
振
興
を
図
る
た
め
の

対
象
企
業
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
�

■答
　
中
小
企
業
振
興
基
金
補
助
金

交
付
要
綱
を
定
め
た
う
え
で
、
補

助
金
と
し
て
使
用
す
る
。
ま
た
、

対
象
企
業
は
、
商
工
会
に
加
盟
し
�

て
い
る
中
小
企
業
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
地
元
産
業
が
元
気
を
出
せ

る
よ
う
、
対
象
範
囲
を
幅
広
く
運

用
し
て
い
く
。
�

■問
　
一
般
会
計
補
正
予
算
関
係
部

分
　
豊
中
町
の
善
佐
衛
門
池
の
埋

立
排
水
路
工
事
を
管
財
課
が
執
行

す
る
理
由
は
。
�

■答
　
善
佐
衛
門
池
は
、
普
通
財
産

と
な
っ
て
お
り
、
管
財
課
所
管
の

財
産
で
あ
る
。
工
事
に
つ
い
て
は
、

合
併
前
か
ら
の
約
束
事
で
あ
り
、

地
元
と
の
協
議
済
み
で
あ
る
。
�

■問
　
中
小
企
業
振
興
基
金
補
助
は
、

農
商
工
連
携
に
よ
る
も
の
な
ど
、

複
数
に
ま
た
が
っ
て
い
る
も
の
も

そ
れ
ぞ
れ
補
助
が
受
け
ら
れ
る
の

か
。
ま
た
、
中
小
企
業
振
興
協
議

会
が
実
施
す
る
講
師
を
招
い
て
の

講
演
会
等
も
対
象
と
な
る
の
か
。
�

■答
　
農
商
工
連
携
で
あ
っ
て
も
、

補
助
は
申
請
一
件
に
対
し
て
行
う

も
の
で
、
複
数
に
は
補
助
さ
れ
な

い
。
ま
た
、
中
小
企
業
振
興
協
議

会
が
運
営
す
る
事
業
も
、
市
長
が

適
当
と
認
め
た
場
合
は
、
対
象
と

な
る
。
�

　
以
上
、
各
議
案
と
も
慎
重
な
審

議
に
よ
り
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。
�

�

��　
12
月
15
日
開
催
の
建
設
経
済
常

任
委
員
会
に
は
、
3
議
案
が
付
託

さ
れ
審
議
し
た
。
�

�■問
　
三
豊
市
漁
業
振
興
基
金
条
例
�

基
金
を
原
資
と
し
て
行
う
補
助
事
�

業
は
、
漁
業
協
同
組
合
が
補
助
対
�

象
と
な
る
と
の
こ
と
だ
が
、
組
合
�

員
数
は
何
名
な
の
か
。
�

■答
　
市
内
に
は
4
つ
の
漁
業
協
同
�

組
合
が
あ
り
、
組
合
員
の
総
数
は
、
�

21
年
3
月
31
日
現
在
で
、
正
組
合

員
が
1
6
6
名
、
準
組
合
員
が

1
4
5
名
、
合
計
3
1
1
名
で
あ

る
。
�

■問
　
漁
業
振
興
を
図
る
た
め
に
基
�

金
を
使
い
切
っ
た
場
合
は
、
ど
の
�

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
�

■答
　
基
本
的
に
は
事
業
効
果
を
検
�

証
し
、
効
果
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
�

再
度
、
積
み
立
て
を
お
願
い
す
る
�

こ
と
に
な
ろ
う
か
と
思
う
。
�

　
以
上
、
各
議
案
と
も
慎
重
な
審

議
に
よ
り
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。
�

��　
12
月
11
日
開
催
の
教
育
民
生
常

任
委
員
会
に
は
、
11
議
案
、
2
請

願
が
付
託
さ
れ
審
議
し
た
。
�

�■問
　
香
川
県
三
豊
市
・
観
音
寺
市

学
校
組
合
規
約
の
一
部
変
更
　
組

合
議
員
定
数
の
変
更
理
由
は
何
か
。
�

■答
　
観
音
寺
市
の
方
が
生
徒
数
も

負
担
金
も
多
い
実
情
を
踏
ま
え
、

三
豊
市
・
観
音
寺
市
の
議
員
数
の

均
衡
を
図
る
た
め
、
三
豊
市
議
会

議
員
の
定
数
削
減
時
期
に
合
わ
せ
、

定
数
を
1
削
減
し
8
人
と
す
る
と

と
も
に
、
三
豊
市
の
議
員
数
を
１

減
ら
し
4
人
ず
つ
の
同
数
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
�

■問
　
一
般
会
計
補
正
予
算
関
係
部

分
（
市
民
部
関
係
）
　
瀬
戸
グ
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
更
新
工
事
に
つ
い

て
、
何
の
説
明
も
な
く
、
い
き
な

り
補
正
が
出
た
の
は
な
ぜ
か
。
�

■答
　
三
豊
市
が
、
し
尿
と
浄
化
槽

汚
泥
を
搬
入
予
定
の
瀬
戸
グ
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
更
新
工
事
に
つ
い
て

は
、
22
年
度
で
計
画
し
て
い
た
も

の
を
21
年
度
に
前
倒
し
す
る
な
ど

の
事
業
変
更
に
つ
い
て
事
前
の
説

明
が
な
く
、
最
終
的
に
案
が
ま
と

ま
っ
て
か
ら
連
絡
が
あ
っ
た
た
め
、

急
な
補
正
と
な
っ
た
。
広
域
組
合

の
構
成
市
で
な
い
た
め
、
組
合
議

会
で
の
協
議
に
は
参
加
で
き
な
い
�

が
、
今
後
は
、
組
合
議
会
の
議
案

を
事
前
に
協
議
す
る
前
段
の
会
議

に
、
課
長
を
出
席
さ
せ
る
こ
と
に

す
る
。
�

■問
　
（
教
育
委
員
会
関
係
）
学
校

の
耐
震
補
強
工
事
で
、
国
庫
補
助

金
の
返
還
命
令
が
出
た
件
で
、
内

容
と
そ
の
後
の
処
分
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。
�

■答
　
耐
震
補
強
工
事
に
お
い
て
、

設
計
段
階
で
の
設
計
書
へ
の
転
記

ミ
ス
と
数
量
計
算
時
の
積
算
ミ
ス

が
あ
っ
た
こ
と
、
施
工
業
者
が
そ

れ
に
気
付
か
ず
に
そ
の
図
面
ど
お

り
施
工
し
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
。

処
分
と
し
て
、
設
計
事
務
所
と
施

工
業
者
に
つ
い
て
は
、
3
カ
月
の

指
名
差
し
控
え
と
、
過
払
い
分
の

返
還
を
し
て
も
ら
う
よ
う
に
な
る
。
�

　
以
上
、
各
議
案
と
も
慎
重
な
審

議
に
よ
り
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。
�

　
ま
た
、
ご
み
処
理
の
請
願
に
つ

い
て
は
、
第
2
号
は
継
続
審
査
と

な
り
、
第
3
号
は
時
間
の
経
過
と

と
も
に
、
ご
み
処
理
技
術
検
討
委

員
会
及
び
環
境
市
民
会
議
の
中
で

も
中
身
が
煮
詰
ま
っ
て
き
た
の
で
、

採
択
す
べ
き
と
い
う
意
見
が
あ
り
、

挙
手
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で

採
択
さ
れ
た
。
�

●三豊市議会だよりの発行・編集は� 〒７６７－８５８５　三豊市高瀬町下勝間２３７３番地　☎７３－３００９�

　
新
春
恒
例
の
三
豊
市
消
防
団
の
出
初
式

が
1
月
10
日
、
高
瀬
町
の
上
高
瀬
小
学
校

運
動
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
消
防
団
員
や

三
観
広
域
北
消
防
署
員
総
勢
9
6
0
人
と
、

消
防
車
両
な
ど
37
台
が
参
加
。
式
典
に
続

き
、
消
防
操
法
や
一
斉
放
水
を
披
露
し
ま

し
た
。�

　
式
典
で
は
、
10
年
・
20
年
勤
続
の
団
長

表
彰
や
三
観
広
域
行
政
組
合
消
防
長
表
彰

が
授
与
さ
れ
、
ま
た
、
30
年
勤
続
団
員
の

家
族
に
市
長
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。�

　
最
後
に
三
豊
市
消
防
団
長
が
宣
誓
し
「
団

員
一
人
ひ
と
り
が
心
身
の
錬
磨
と
時
代
の

変
遷
に
応
じ
た
知
識
、
技
術
の
習
得
に
心

が
け
、
団
と
し
て
の
結
束
を
よ
り
い
っ
そ

う
強
固
に
し
、
伝
統
あ
る
消
防
精
神
の
高

揚
と
、
よ
り
強
力
な
消
防
体
制
の
確
立
に

努
め
な
が
ら
、
地
域
住
民
の
生
命
・
身
体
・

財
産
を
守
り
、
平
和
で
安
全
な
住
み
よ
い

郷
土
を
築
く
礎
と
な
る
と
と
も
に
、
地
域

か
ら
信
頼
さ
れ
る
消
防
団
と
し
て
そ
の
中

核
を
担
い
、
三
豊
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
努

め
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
力
強
い
決
意

を
述
べ
ま
し
た
。�

　
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
披
露
す
る
消

防
操
法
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
一
斉
放
水

で
、
き
び
き
び
と
し
た
団
員
の
動
き
が
ひ

と
き
わ
光
り
ま
し
た
。
三
豊
市
消
防
団
員

の
防
火
の
心
意
気
と
団
結
の
力
が
、
安
心

安
全
な
市
民
生
活
を
守
っ
て
い
ま
す
。�
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三豊市新総合計画第1期実施計画の20事業�

1�

2�

3�

4�

5�

6�

7�

8�

9�

10�

11�

12�

13�

14�

15�

16�

17�

18�

19�

20

No. 事 業 名 �

自主防災組織育成強化事業�

企業誘致事業�

ふるさと融資事業�

地域審議会事業�

フルーツ王国みとよ推進事業�

小学校施設耐震化推進事業�

社会教育一般事業�

三豊市公民館活動推進事業�

地区公民館・分館活動推進事業�

文化財保護事業�

乳幼児医療費助成事業�

母子保健事業(健診事業）�

母子保健事業(不妊治療対策事業）�

放課後児童クラブ運営事業�

次世代育成支援対策事業�

出産祝金支給事業�

遺児年金支給事業�

地域子育て支援センター事業�

予防接種事業（乳幼児・学童）�

認可外保育施設衛生・安全対策事業�

�

担 当 課 �

総務課�

政策課�

�

地域振興課�

農業振興課�

教育総務課�

生涯学習課�

�

�

�

健康課�

子育て支援課�

評 価 � コ メ ン ト �

現行どおり�

現行どおり�

現行どおり�

廃止�

現行どおり�

拡大�

縮小�

現行どおり�

現行どおり�

現行どおり�

現行どおり�

現行どおり�

民間活力拡大�
市民等との協働�

拡大�

現行どおり�

現行どおり�

現行どおり�

縮小�

縮小�

縮小�

　申し込み・問い合わせ　教育総務課　☎ 62ー 1110

問い合わせ　観音寺税務署  ☎ 25ー 2191

国税庁ホームページから電子申告� 添付書類の提出省略�

　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コ
ーナー」で作成したデータは、ｅ-Ｔａｘ（電子申告）
を利用して提出できます。（確定申告書等作成コ
ーナーは「確定申告特集ページ」からご利用くだ
さい。ｅ-Ｔａｘの利用に際しては、電子証明書の取
得およびICカードリーダライタの購入など事前準
備が必要です）�

　医療費の領収書や源泉徴収票等は、その記載内容（病
院などの名称・支払金額等）を入力して送信することに
より、これらの書類の提出または提示を省略することが
できます。（確定申告期限から3年間、書類の提出また
は提示を求められることがあります）�

最高5,000円の税額控除�

24時間いつでも利用可能�

ｅ-Ｔａｘホームページ　http://www.e-tax.nta.go.jp/

　平成21年分の所得税の確定申告を本人の電
子署名および電子証明書を付けて、申告期限内に
ｅ-Ｔａｘで行うと、所得税額から最高5,000円の控
除ができます。（すでに平成19年分または平成
20年分の確定申告でこの控除を受けた人は受け
られません）�

　所得税の確定申告期間中は、24時間ｅ-Ｔａｘの利用
が可能です。�

還付金がスピーディー�

　ｅ-Ｔａｘで申告された還付申告は早期処理しています。
（3週間程度に短縮）�

貸付対象者� 貸付期間および利息�

　平成22年度に学校教育法に規定する学校のうち、
高等学校の全日制、中等教育学校の後期課程、特別
支援学校の高等部、高等専門学校、短期大学および
大学（大学院を除く）に在学する人�

現行どおりと評価するが、自主防災組織率100%達成までのビ
ジョンをたて、それに基づく意識啓発や組織結成の促進、活動
への支援等を実施すること。�

現行どおりと評価するが、現在保有する企業用地は評価替え
を行い速やかに処分すること。また、企業から選ばれる地とな
るためにも、奨励措置の内容を検討すること。�

地域総合整備財団のふるさと融資を活用した融資であり、現
行どおりと評価するが、融資先の経営状況等についても随時
把握するなど進捗管理を行うこと。�

耐震診断結果のもと、現計画を前倒しし、早急に事業実施に
取り組むべきではないか。また、経費削減の観点から、校区の
再編についても具体的に検討すべきである。�

特殊建築物定期報告書の経費を見直すとともに、活動団体へ
の補助については団体の自立化をめざし、将来は縮小の方向
で検討すべきである。�

市よりも民間（NPO法人、社会福祉法人等）が実施する方が効
果性が高まると評価する。また、タクシー送迎代、電話代等に
ついては受益者負担を検討すべきである。�

センター設置の必要性について検討すべきでないか。市の一括
管理や放課後児童クラブ等の集約により効率的に実施を検討す
べきである。管理組織体制について見直すべきである。�

子ども一人ひとりの命の重さはみな同じであり、第3子以降に
限った支給は平等性を欠く。事業実施による正当な成果を示
せないのであれば、事業を縮小すべきである。�

現行どおりの評価とするが、No.9の地区公民館・分館活動推
進事業と統合し、事業の効率化を図るべきである。�

現行どおりと評価するが、今後も費用対効果の検証を行い、助
成対象年齢の拡充などの検討をすべきである。�

現行どおりと評価するが、受診率の向上に向け、さらなる努力
をすべきである。�

現行どおりと評価し、今後も、市の出生率の向上を目指し不妊
治療に係る費用の支援を行うべきである。�

文化財保護法に基づき保護活動を行うとともに、その活動内
容を積極的に公開し、三豊市の文化を発信して頂きたい。�

現行どおりと評価するが、愛育会活動や公民館活動と複層し
ていることから、事業の統合などスリム化を図るべきである。�

現行どおりと評価するが、接種率向上に向け、さらに周知・啓
発に努力すべきである。�

現行どおりと評価し、今後も認可外保育所の衛生管理に対す
る補助を継続すべきである。�

年2万円の支給では年金とは言えず、事業名称を変更すべき
である。遺児支援策として額を増額し拡充すべきである。�

現状では、新総合計画の策定が終了したこと、また、市民から
の意見を十分吸い上げるような機能となっていないと判断し、
本委員会として廃止と評価する。もし、将来において設置が必
要な場合は、再度検討し設置すべきである。�

市内外へのアピールを行うことにより産業活性化を図ってい
くことは重要であると考え、現行どおりと評価するが、農業収
入の向上や農家の生産意欲の向上につながるよう、現在の事
業内容の全面見直しを行うこと。�

公民館活動については重要な取り組みと理解するが、市公民
館事業と地区公民館事業を統合することにより、無駄を省き、
より効率的に事業展開すべきと考える。縮小の評価については、
予算規模や活動内容を縮小するのではなく、事業の統合を図
っていくことで、組織のスリム化により効果性を高めるべきと
の評価である。�

　貸付期間は、貸し付けを受ける月数を通算して、奨学生の在籍
する学校の修業年限に相当する月数以内とし、無利子とします。�

貸付要件（すべての要件を満たす者）�

返還�

○市内に住所を有する人（進学のため他の市町村
　に住所を移す人を含む）�
○修学意欲があり、学校長が推薦する人�
○経済的な理由により修学が困難であると認められる人�
　（ただし、市税を完納している世帯）�

貸付額�

　正規の修学期間が満ちた日の翌年4月から、貸し付けを
受けた期間に2年を加えた期間内に月賦、半年賦または年
賦払いにより返還してください。�

選考�

　奨学生選考会議で決定�

申込書類�

○奨学金貸付申請書�
○奨学生推薦調書�
○所得・課税証明書および納税証明書（世帯全員のもの）�
○住民票の写し（世帯全員のもの）�
○入学許可書の写しまたは在学証明書（発行されしだい）�
＊申請書・推薦調書は、教育総務課、各支所市民サービス
　課（高瀬は市民課）に置いています�

申込期限�

2月26日（金）�
※年度途中において貸し付けを受けようとする場合は、こ
　の限りではありません。�

　三豊市事務事業外部評価委員会が行った事業仕分けについて、平成21年12月
25日、関義雄委員長から市長に評価結果を報告しました。�
　この事業仕分けは、次年度以降も継続して実施し、平成22年度については、新総
合計画第2期実施計画518事業のうち、おおむね100事業について議会との協議を
行った後、外部評価に付する予定で、今後さらに事業の透明性を図っていきたいと
考えています。�

○高等学校等�

○高等専門学校および短期大学�
�
○大　　　学�

月額�
�
月額�
月額�

10,000円以内�
�
15,000円以内�
20,000円以内�



さ ぬ
き 浜

街 道

⑤・⑥ アッケシソウ・唐島��
　  　（丸一鋼管詫間工場）�
�　　　　　　　  7.9km

③ 宝林寺��
　　　3.9km

② 善性院��
　　　3.7km

11.5kmＪＲ詫間駅�

集合� 解散�

⑦ 詫間町�
　 民俗資料館��
　　　  9.8km

⑨ 良心市たくま��
　　　  10.3km

④ マリンウェーブ�
　　　　　6.0km

⑧ へんこつパン��
　　　　9.9km

① 的場の回転橋�
　　　0.9km

高
瀬
川�

広報�2010年2月� 広報� 2010年2月�

　
　
今
回
は
塩
田
の
町
と
し
て
栄
え
て
き
た

詫
間
港
周
辺
と
、
初
め
て
見
た
ア
ッ
ケ
シ
ソ

ウ
や
唐
島
な
ど
を
楽
し
ん
だ
コ
ー
ス
で
し
た
。

今
後
も
市
内
各
地
の
え
え
と
こ
を
コ
ー
ス
に

し
て
紹
介
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
一

度
歩
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。�

　
　
次
に
行
っ
た
へ
ん
こ
つ
パ
ン

（
⑧
）で
は
、
お
店
一
押
し
の
パ

ン
を
い
た
だ
い
た
よ
。�

　
　
最
後
に
行
っ
た
良
心
市
た
く

ま（
⑨
）で
は
、
お
い
し
い
み
か

ん
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
両
手
一

杯
の
お
み
や
げ
を
持
っ
て
み
ん
な

う
れ
し
そ
う
だ
っ
た
わ
。�

か
り
や
す
く
話
し
て
く
れ
ま

し
た
ね
。�

　
　
い
た
だ
い
た
お
寺
の
ス

ト
ラ
ッ
プ
が
か
わ
い
か
っ
た

わ
。�

　
　
次
に
昼
食
場
所
と
な
る

マ
リ
ン
ウ
ェ
ー
ブ（
④
）へ

行
き
ま
し
た
。
オ
プ
シ
ョ
ン

で
注
文
し
た
鯛
め
し
の
お
弁

当
は
、
ほ
ぐ
し
た
鯛
の
身
が

入
っ
て
い
て
、
さ
す
が
海
辺

の
町
の
料
理
で
し
た
ね
。�

　
　
芝
生
に
座
っ
て
食
べ
た

弁
当
は
と
っ
て
も
お
い
し
か

っ
た
よ
。�

　
　
私
は
ボ
ー
ド
ウ
ォ
ー
ク

を
歩
い
た
わ
。
潮
の
香
り
が

し
て
ホ
ッ
と
で
き
る
す
て
き

な
場
所
ね
。�

　
　
次
は
、
こ
の
コ
ー
ス
の

メ
イ
ン
と
な
る
ア
ッ
ケ
シ
ソ

ウ（
⑤
）を
見
に
行
き
ま
し
た
。

約
1.9�
km
の
直
線
を
わ
く
わ
く

し
な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。�

　
　
丸
一
鋼
管
詫
間
工
場
の

敷
地
内
に
あ
る
ア
ッ
ケ
シ
ソ

ウ
は
、
受
付
で
お
願
い
す
る

と
誰
で
も
見
学
さ
せ
て
も
ら

え
る
ん
だ
ね
。�

昼
食
を
と
っ
た
後
、
ア
ッ
ケ
シ
ソ
ウ
の
群
生
地

と
唐
島
、
民
俗
資
料
館
、
パ
ン
屋
、
良
心
市
を

巡
っ
て
、
詫
間
駅
へ
戻
っ
た
コ
ー
ス
で
し
た
。�

　
　
最
初
に
通
っ
た
的
場
の
回
転
橋（
①
）は
、

昭
和
20
年
に
バ
ス
が
通
る
よ
う
に
な
っ
て
、

車
の
数
も
増
え
、
固
定
さ
れ
た
ん
だ
ね
。�

　
　
石
組
み
の
丸
い
橋
げ
た
が
当
時
の
面
影

を
残
し
て
い
ま
し
た
ね
。
次
の
善
性
院（
②
）

ま
で
は
一
気
に
歩
き
ま
し
た
。
お
薬
師
さ
ん

と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
善
性
院
は
、
讃
州

七
福
の
寺
の
ひ
と
つ
で
し
た
ね
。�

　
　
大
黒
天
は
走
り
大
黒
と
言
わ
れ
、
願
い

ご
と
を
走
っ
て
か
な
え
て
く
れ
る
ん
だ
っ
て
。�

　
　
住
職
さ
ん
の
説
明
の
後
に
は
、
あ
め
と

甘
茶
の
接
待
が
あ
っ
た
よ
。�

　
　
続
い
て
、
す
ぐ
近
く
の
宝
林
寺（
③
）へ

行
き
ま
し
た
。
戦
国
時
代
に
兵
火
に
あ
っ
て

お
堂
の
大
半
を
失
っ
た
と
、
住
職
さ
ん
が
分

　
　
ハ
マ
サ
ン
ゴ
と
言
わ
れ
る
だ
け
あ
っ
て

き
れ
い
な
赤
色
に
紅
葉
し
て
い
た
わ
。
今
年

は
11
月
の
初
旬
が
一
番
の
見
ご
ろ
だ
っ
た
ん

だ
っ
て
。�

　
　
担
当
の
人
か
ら
ア
ッ
ケ
シ
ソ
ウ
と
唐
島

（
⑤
）の
説
明
も
あ
り
ま
し
た
ね
。
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
も
作
ら
れ
て
い
て
会
社
ぐ
る
み
で
大
切
に

保
護
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。�

　
本
文
を
参
考
に
仲
間
や
家
族
と
一
緒
に
思
い
�

思
い
の
ウ
ォ
ー
ク
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。
�

▼
問
い
合
わ
せ
　
�

　
商
工
観
光
課
　
☎
62
・
1
1
2
9

三
豊
各
地
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
で
、�

Ｊ
Ｒ
詫
間
駅
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。�

Ｊ
Ｒ
詫
間
駅
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス�

で
三
豊
各
地
へ
お
帰
り
く
だ
さ
い
。�

　
　
今
回
は
、
日
本
で
は
珍
し
く
な
っ
た
ア

ッ
ケ
シ
ソ
ウ
の
群
生
地
や
詫
間
町
内
の
お
寺

や
民
俗
資
料
館
な
ど
を
巡
る
約
11.

5�
km
の
コ

ー
ス
を
紹
介
し
ま
す
。�

　
詫
間
駅
を
出
発
し
て
、
的
場
の
回
転
橋
、
善

性
院
、
宝
林
寺
を
回
り
、
マ
リ
ン
ウ
ェ
ー
ブ
で

　
　
ア
ッ
ケ
シ
ソ
ウ
の
北
側
に
あ
る
唐
島
は
、

輝
石
安
山
岩
で
で
き
て
い
る
そ
う
よ
。
大
小

の
柱
状
節
理
が
特
徴
な
の
ね
。�

　
　
唐
島
の
周
囲
の
池
で
、
釣
り（
⑥
）も
さ

せ
て
も
ら
っ
た
よ
。�

　
　
大
き
な
チ
ヌ
が
釣
れ
た
ね
。�

　
　
帰
り
に
は
、
こ
の
工
場
で
つ
く
ら
れ
た

火
箸
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る
団
体
に

あ
げ
て
い
る
そ
う
で
す
。
次
に
行
っ
た
詫
間
町

民
俗
資
料
館（
⑦
）で
は
、
館
長
さ
ん
が
塩
田

で
使
っ
て
い
た
道
具
や
農
具
、�

漁
具
に
つ
い
て
分
か
り
や
す�

く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。�

※
Ｊ
Ｒ
詫
間
駅
か
ら
は
、高
瀬
仁
尾
線
、詫
間
線
、詫�

　
間
三
野
線
、仁
尾
線
、三
野
線
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

※
Ｊ
Ｒ
詫
間
駅
へ
は
、高
瀬
仁
尾
線
、詫
間
線
、詫
間�

　
三
野
線
、仁
尾
線
、三
野
線
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

　
ア
ッ
ケ
シ
ソ
ウ
は
北
海
道
な
ど
の
寒

冷
地
の
海
岸
に
自
生
し
て
い
る
好
塩
性

の
植
物
で
す
。
江
戸
時
代
か
ら
明
治
に

か
け
て
、
北
海
道
に
塩
を
運
ん
だ
北
前

船
の
荷
物
に
種
が
つ
い
て
い
た
の
で
は

な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
正
13

年
に
発
見
さ
れ
て
か
ら
、
場
所
を
転
々

と
変
え
な
が
ら
大
切
に
守
ら
れ
、
現
在

は
丸
一
鋼
管
内
の
敷
地
で
保
護
し
て
い

ま
す
。
一
度
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。�

丸
一
鋼
管（
株
） 
業
務
課 

課
長�

　
北
池 

篤
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ�

ぜ
ん
し
ょ
う
い
ん�

ほ
う
り
ん
じ�

① 的場の回転橋�

⑤ 唐島（丸一鋼管詫間工場）�

⑤ アッケシソウ（丸一鋼管詫間工場）�

⑦ 詫間町民俗資料館�

⑥ チヌ釣り�

ひ
ば
し�



大学で学ぶ環境
問題を通じて地
域貢献を果たし
たいです。家族や
仲間への感謝の
気持ちを忘れず、
自分らしく頑張り
ます。�

成人証書授与�

司会�

受付�

抽選会�

宮 崎 修 平さん　高瀬町�

責任ある大人に
なり、これまで私
を支えてくれたみ
んなに感謝します。
さまざまな資格を
取得し、社会に出
て貢献できる人
間になりたいです。�

大 西 節 子さん　山本町�

一成人として、周
りの人に感謝さ
れるような責任あ
る行動をとります。
人間として大きく
成長し、必ず教師
になるという目標
を達成します。�

上 村 公 己さん　豊中町�

小さいときからの
夢だった料理教
室で講師の仕事
をしています。料
理を通して相手
に喜びや幸せを
与えていくことが
今の私の夢です。�

白 川 恵 子さん　詫間町�

人とのつながりを
再確認し、これか
らの出会いに期
待をふくらませ自
分の夢に向かっ
て歩んでいきます。
成人式を迎えら
れたことを母に感
謝します。�

安 藤 健 人さん　仁尾町�

我が家の家訓「よ
く聞け、迷惑をか
けるな、負けるな」。
大学へ進学して初
めて家訓と家族、
ふるさと香川の良
さを知りました。
恩返しができるよ
う勉学に励みます。�

林 　 咲 樹さん　三野町�

人の話を耳で聞き、
心で感じ、頭で考え、
言葉にし、自分の
思いを相手に伝
えていけるように
したいです。心の
輪を広げて大きく
成長していきます。�

佐藤真由美さん　財田町�

企 画 運 営スタッフの 皆さん、お疲れさま！�



　第65回香川の発明く
ふう展で入賞した小学
生が市長を表敬訪問し、
入選を報告しました。
作品は東京都で行われ
る全国展に出品されます。�
入選者（敬称略）�
平賀源内顕彰会会長賞　田中佑一郎（仁尾小学校5年）�
NHK高松放送局長賞　森 　 郁 菜（比地小学校3年）�
三　豊　市　長　賞　筒 井 睦 敬（下高瀬小学校2年）�

地元産の新鮮な魚がいっぱい�

笑顔いっぱいの�
ケアハウス訪問�

　観音寺・三豊おさかな市2009が観音寺市伊吹漁協煮干
集出荷場で開催されました。会場では、三豊漁連による
地元で獲れた新鮮な魚や水産加工物などが展示即売され、
大勢の買い物客でにぎわいました。�

大空高く舞いあがれ�
�

　全日本ロボット相撲
大会が東京都の両国国
技館で開催され、自立
型の部で三豊工業高等
学校3年冨田将吾さん
（仁尾町）が優勝、ラジ
コン型の部で同校1年
今川直人さん（豊中町）
が3位に入賞しました。�

　第4回三豊市長杯中学校バスケットボール大
会が豊中町体育館で行われました。結果は次の
とおりです。�
【男子】優勝  豊中中学校　準優勝  和光中学校
【女子】優勝  豊中中学校　準優勝  高瀬中学校

日ごろの練習の成果を発揮して�

　張子虎イベントがマリンウェーブで
行われました。市民の協力を得て集ま
った張子虎120体を展示した会場では、
張子虎の伝統工芸士の匠の技が披露さ
れたり、絵付け体験が行われたりしま
した。�

とら・トラ・虎　大集合!!

　大浜幼稚園の園児たちがケアハウ
スたくまを訪問しました。年長組は、
はじめて取り組んだ日本舞踊を披露。
子どもたちが来ることを心待ちにし
ていたおじいちゃんおばあちゃんの
顔には笑顔があふれていました。�

　詫間町内保育所の5歳児が詫間町市民運動場野球場で
新春凧あげ大会を行いました。凧は、年末にうらしまの里
凧の会の皆さんといっしょに作ったもので「ゴンボ凧（ご
んぼいか）」という西讃地方で昔からよく作られた凧です。
園児たちは、自分たちで好きな絵を描いた凧を持ち寄って、
大空高く舞いあげていました。�

い
に
し
え
の
歴
史
に
思
い
を
は
せ�

　
豊
中
町
上
高
野
に
あ
る
延
命
古
墳
の
現
地
説
明
会

が
行
わ
れ
、
市
内
外
か
ら
35
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

市
文
化
財
専
門
員
か
ら
「
新
た
に
土
中
に
埋
ま
っ
て

い
た
石
組
み
が
見
つ
か
り
、
現
在
よ
り
も
大
き
か
っ

た
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
」
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。�

全日本ロボット相撲大会で大健闘！�

4月には小学校でみんな友だち�

アイディア�
いっぱいの作品�

　高瀬町内の幼稚園と保育所の5歳児が高瀬町
緑ヶ丘総合運動公園サッカー場でいっしょに
遊びました。最初は、遠慮しがちだった子ど
もたちも、少しするとみんな仲良くなって、
あっという間に時間が過ぎていきました。�

紫雲出山のてっぺんで初日の出�
　紫雲出山山頂で新春イベントが行われ、三豊市観光協
会から古代米入りおもちのプレゼントやあめ湯の接待な
どがありました。この冬一番の冷え込みの中、初日の出
を一目見ようと多くの家族連れが訪れました。�

人権啓発劇で人権問題を考える�
　仁尾小学校で、6年生による人権啓発劇が行われました。
｢偏見をもたないで、正しく判断することの大切さ｣を伝
える内容で、劇を通して、見た目が異なることから差別
してはいけないことを学びました。�

たこ�



　上高瀬小学校に香川高専詫間のロボコンチームを招い
て簡単ロボット教室が行われました。参加した6年生は、
赤外線リモコンでモーターが動くロボットにパーツをつ
けて自分だけのロボットを作りました。�

　国際協力機構（JICA）青年海外協力隊として出発する
真鍋未里佳さん（豊中町、イエメン派遣）と森万佐子さん（仁
尾町、セネガル派遣）が、市長を表敬しました。2人は現地
スタッフと協力して、子どもの教育活動を行います。�

簡単ロボットをつくってみよう�簡単ロボットをつくってみよう� 「バカの壁」でおなじみの養老孟司さんをお迎えして�「バカの壁」でおなじみの養老孟司さんをお迎えして�

世界で活躍する三豊の若者たち�世界で活躍する三豊の若者たち�
　仁尾町公民館・仁尾地区社会福祉協議会主催の「しめ
縄づくり・もちつき大会」が仁尾町公民館で行われまし
た。もちつき大会では、地区の補導員の皆さんのご協力
のもと、たくさんのおもちができあがりました。�

仁尾町公民館もちつき大会�仁尾町公民館もちつき大会�

　青少年健全育成講演会がマリンウェーブ
で行われました。講師は、養老孟司さん。
『ひとを育む』と題して、心を育むための人
としての心構えを、事例やユーモアを交え
て話してくれました。�
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▼
問
い
合
わ
せ
　
政
策
課
　
☎
73
・
3
0
1
0

No.5

少
年
相
談
コ
ー
ナ
ー
�

相
談
電
話
☎
62
・
1
1
1
6

し
ん
　
　
　
　
こ
　
　
　
　
き
ゅ
う
�

62-1115�

62-1116

☎

☎

一般用�

少年相談�

　
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
に
は
、市

民
や
学
校
な
ど
か
ら
不
審
者
等

に
関
す
る
情
報
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
本
年
度
の
通
報
件
数
は
、12

月
ま
で
に
36
件
あ
り
ま
し
た
。
内
容

は
声
か
け
や
無
断
撮
影
、迷
惑
行
為

な
ど
で
し
た
。�

　
こ
う
し
た
情
報
を
学
校
や
不
審
者
メ
ー
ル
登
録
会
員
の
携
帯
電

話
や
パ
ソ
コ
ン
に
配
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
注
意
喚
起
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
見
守
り
活
動

も
不
審
な
行
動
や
不
良
行
為
の
予
防
と
抑
止
力
に
結
び
つ
い
て
い

ま
す
。
今
後
も
不
審
者
な
ど
が
出
没
し
に
く
い
環
境
づ
く
り
に
努

め
、
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

　
不
審
者
に
関
す
る
情
報
は
、少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。緊
急
を
要
す
る
場
合
は
、一
一
〇
番
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。�

　
次
の
ど
ち
ら
か
の
方
法
で
登
録
で
き
ま
す
。�

登
録
方
法
①

　
携
帯
電
話
で
下
記
の
Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、

メ
ニ
ュ
ー
の『
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
』か
ら
登
録
。�

登
録
方
法
②

　
登
録
用
メ
ー
ル
ア
ド
レ
スm

ito
yo1012

@
k
k.8
8
isla
n
d
.jp
�

に
空
メ
ー
ル
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。�

「
仮
登
録
完
了
」
メ
ー
ル
が

届
き
ま
す
の
で
、メ
ー
ル
本

文
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
ク
リ
ッ
ク
し
、

詳
細
な
条
件
の
登
録
を
行

い
ま
す
。�

　
昨
年
12
月
、女
性
の
生
き
方
に
関
す
る
全
国
世
論
調
査
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。「
望
ま
し
い
働
き
方
」
に
関
す
る
問
い
で

は
「
夫
も
妻
も
同
程
度
に
働
き
、家
事
・
育
児
も
平
等
に
担
う
」

と
答
え
た
人
が
63
％
「
夫
は
仕
事
、妻
は
家
事
」
は
35
％
に

留
ま
り
、男
女
共
同
参
画
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、男
性
の
方
が
家
庭
や

地
域
活
動
よ
り
も
仕
事
を

優
先
さ
せ
て
い
る
と
い
う

結
果
が
出
て
い
ま
す
。
働
く

人
が
仕
事
を
重
視
す
る
あ

ま
り
、パ
ー
ト
ナ
ー
や
家
庭

に
し
わ
寄
せ
が
起
こ
り
、健

康
を
損
な
う
な
ど
の
問
題

は
生
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。

仕
事
だ
け
に
偏
ら
ず
、趣
味

や
地
域
活
動
に
楽
し
み
や

生
き
が
い
を
み
つ
け
、充
実

感
を
得
る
こ
と
に
よ
り
仕

事
へ
の
や
る
気
が
生
ま
れ
る
。

そ
れ
が
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ･

バ

ラ
ン
ス（
仕
事
と
生
活
の
調

和
）で
す
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

日
時
と
場
所
�

2
月
2
日（
火
）　
豊
中
庁
舎
3
階
　

セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
�

　
　
8
日（
月
）　
詫
間
福
祉
セ
ン
タ
ー
1
階
　

第
2
会
議
室
�

　
　
12
日（
金
）　
市
役
所
西
館
　

第
3
会
議
室
�

相
談
時
間
�

午
前
10
時
〜
午
後
4
時
�

　
香
川
県
国
民
年
金
基
金
で
は
、国
民
年
金
基
金
に
つ
い
て
の

年
金
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。�

　
国
民
年
金
基
金
は
自
営
業
な
ど
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、ゆ
と

り
あ
る
老
後
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、老
齢
基
礎
年
金

に
上
乗
せ
し
て
年
金
を
給
付
す
る
公
的
な
年
金
制
度
で
す
。�

　
こ
の
機
会
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

　
1
年
分
、6
カ
月
分
な
ど
一
定
期

間
の
保
険
料
を
ま
と
め
て
納
め
る
と
、

保
険
料
が
割
引
さ
れ
ま
す
。毎
月
納

付
す
る
手
間
が
省
け
、納
め
忘
れ
も

あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、口
座
振
替
で
前

納
す
る
と
、さ
ら
に
割
引
さ
れ
ま
す
。�

　
口
座
振
替
で
の
前
納
を
希
望
さ

れ
る
人
は
、通
帳
、通
帳
届
出
印
、年

金
手
帳
ま
た
は
納
付
書
を
お
持
ち

の
う
え
、2
月
末
日
ま
で
に
善
通
寺

年
金
事
務
所
ま
た
は
金
融
機
関
窓

口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
市
民
課
　

☎
73
・
3
0
0
5

　
平
成
21
年
中
に
納
め
ら
れ
た
国
民
年
金
保
険
料
は
、全
額
所

得
控
除
さ
れ
ま
す
。�

※
平
成
21
年
分
「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明

書
」
が
お
手
元
に
な
い
人
は
、次
の
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

県
国
民
年
金
基
金
�

　
0
1
2
0（
6
5
）4
1
9
2

ロ
ー
ゴ
　
ヨ

イ

ク

ニ

�

市内図書館で閲覧できます�

家庭生活や地域活動と仕事、どちらを優先しますか（市民アンケート結果）�

家庭や地域よりも、仕事に専念�
家庭や地域にも携わるが、仕事を優先�
家庭や地域と仕事を、同じように両立�

仕事にも携わるが、家庭や地域を優先�
仕事よりも、家庭や地域に専念�



　三野津中学校で伝統工芸士の田井艶子さんを迎えて張
子虎づくりを体験しました。参加した1年生全員が1体ず
つ手乗りサイズのミニ虎をつくり、表情や色のつけ方に
個性あふれる作品ができあがりました。�

　昨年7月に設置された三豊市環境審議会が、計5回の
審議を経て、三豊市公害防止条例施行規則の制定に関し
て、答申を行いました。今後、答申の内容をもとに同施
行規則を制定していきます。�

男女共同参画社会をつくるために�男女共同参画社会をつくるために�郷土の先輩に学ぶ�郷土の先輩に学ぶ�

三豊市公害防止条例施行規則の制定に係る答申�三豊市公害防止条例施行規則の制定に係る答申�
　三豊安全運転管理者協議会、三豊地区交通安全経営者協
議会、三豊交通安全協会の皆さんが大水上神社で交通事故
防止祈願を行いました。祈願のあと、張子虎が見守る中、
三豊警察署前でドライバーに安全運転を呼びかけました。�

1年の事故ゼロを願って�1年の事故ゼロを願って�

　三豊市男女共同参画推進ネットワーク会議講演会がマ
リンウェーブで行われました。『人権の尊重』と題した
講演では、ドメスティック・バイオレンスの実情や被害
者を守る制度などが紹介されました。 

広報�2010年2月� 広報� 2010年2月�

こころに�
と�

問い合わせ　福祉課　☎ 73 ー 3 015

問い合わせ　福祉課　☎ 73 ー 3 015問い合わせ　健康課　☎ 73 ー 3 014
問い合わせ�
総務課　☎73ー3000　三観広域消防本部　☎24ー0119

問い合わせ�
地域包括支援センター(介護保険課内) 　☎ 73 － 3017

　脳卒中は、日本人の死亡率の上位を占め患者数は現
在も増加傾向です。また、性別や年齢に関係なく突然襲
ってくる病気です。脳卒中の発症リスクが高い、高血圧・
高脂血症・糖尿病の症状がある人は、生活習慣を見直す
ことで、ある程度改善できます。�

○血圧などの値が高いのに放置している人は受
　診しましょう。�
○お酒は適量を守りましょう。（1日1合未満）�
○野菜をしっかり食べ、薄味をこころがけましょう。�
○冬場の入浴時や、脱衣所、トイレなど寒暖の差が
　大きいところは、温度差をなくす努力をしましょう。�

　産後はホルモンバランスが劇的に変化するうえ、深
夜の授乳による寝不足も重なり精神的に敏感になりが
ちです。孤独を感じることなく育児に前向きになれる
よう、まわりの人はそっと支えてあげましょう。�

　お母さんが守られ安心で
きることで赤ちゃんも健や
かに育ちます。�

健康知っ得情報�

三豊総合病院　健康管理センター　☎ 52－2726
申し込み・問い合わせ�

2月12日（金）午後2時～3時30分�

2月26日（金）午前10時～正午�

2月18日（木）午前10時30分～正午�

2月18日（木）午後6時～7時30分�

『健診が大切！早期発見・早期治療』�健康講座�

『蛋白質をおさえてもおいしいメニュー』�
『減塩でも工夫しだいでおいしく食べられる』�

腎臓病教室�

『野菜をおいしくたっぷり食べて血糖値安定！』�夜間糖尿病教室�

『赤・黄・緑、彩り満点バランスメニュー』�調理実習�

※各教室とも事前予約が必要です。�

　「虐待かな？」と思ったら、確信がなく
ても相談してください。通報者に関する
情報は保護されます。�
　地域包括支援センターへご相談ください。�

問い合わせ　健康課　☎ 73ー 3014

　昨年12月から火災放送の内容が変更になっています。
これまでは、個人宅の名前で火災場所をお知らせして
いましたが、消防本部の火災情報指令システムの変更
に伴い、個人名は放送せずに地区名や目印となる建物
で火災の場所をお知らせしています。�

火災のお知らせです。�
高瀬町下勝間地区、三豊市役所から南西100ｍ
付近で一般建物火災が発生しています。�

　企業等で働く従業員やその家族は、従来、社会保険
庁が運営していた政府管掌健康保険に加入していまし
たが、全国健康保険協会（協会けんぽ）へ加入保険が
変更されています。�
　福祉医療助成制度の受給資格者は、受給資格者証の
変更手続きが必要になります。まだの人は、健康課ま
たは各支所市民サービス課で必ず手続きをしてください。�

　主として肝臓機能障害の重症度分類であるChild-Pugh
分類（※）によって判定され、3カ月以上グレードCに該当す
る人が交付対象になります。ただし、診断前の6カ月間にア
ルコールを摂取している人等は対象となりません。�
※Child-Pugh分類＝肝性脳症、腹水、血清アルブミン値、プロトロンビ
ン時間、血清総ビリルビン値によって肝臓機能障害の重症度を評価。�

　身体障害者福祉法による障害者認定を受けていない

人でも、前年の12月31日時点で要介護4または5に

認定されている人は、（特別）障害者控除の対象となり

ます。控除を受ける人は、確定申告の際に「三豊市障

害者控除対象者認定書」が必要となりますので、介護

保険課または各支所市民サービス課で申請をしてくだ

さい。�

問い合わせ　介護保険課　☎ 73ー 3017

手続きに必要なもの�

・全国健康保険協会の被保険者証　・印鑑（認印）�

認定基準に該当する肝臓機能障害のある人�
肝臓移植を受け、抗免疫療法を実施している人�
�

2月1日（月）から�

・近所のおばあちゃんの姿を最近�
見かけない。どうしたんだろう？�

・体にアザや傷が頻繁にある。�
・年金があるのに、自由に使える�
お金がないと言う。�
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農
業
委
員
会
等
を
経
由
し
て
提
出
し
て

い
た
だ
い
た
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名

簿
登
載
申
請
書
は
、農
業
委
員
会
で
審
査
・

判
断
を
行
い
、選
挙
管
理
委
員
会
が
選
挙
人

名
簿
を
調
製
し
ま
す
。
�

　
選
挙
人
名
簿
を
正
確
に
す
る
た
め
、平
成

22
年
度
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
の

縦
覧
を
し
ま
す
の
で
、登
録
さ
れ
て
い
る
か

ど
う
か
、耕
作
面
積
等
に
誤
り
が
な
い
か
等

の
確
認
を
さ
れ
る
人
は
縦
覧
期
間
内
に
必

ず
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
な
い
と
投
票
や
リ
コ
ー
ル
請
求

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、登
録
さ
れ
て
い
る
か

等
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。
�

2
月
23
日（
火
）〜
3
月
9
日（
火
）の
15
日
間
�

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
�

◆
問
い
合
わ
せ
�

三
豊
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
�

☎
73
・
3
0
0
0（
総
務
課
内
）�

　
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
住
基
カ
ー
ド
）は
、

住
民
基
本
台
帳
法
に
基
づ
き
市
町
村
が
発
行

す
る
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
す
。
情
報
を
暗
号
処
理

し
て
記
録
す
る
の
で
安
全
で
す
。
�

　
顔
写
真
付
き
カ
ー
ド
な
ら
�

●
住
民
票
の
写
し
な
ど
の
交
付
請
求
に
�

●
銀
行
口
座
の
新
規
開
設
に
�

●
特
に
高
齢
者
の
、運
転
免
許
証
返
納
後
の

　
身
分
証
明
書
に
最
適
で
す
。
�

　
住
基
カ
ー
ド
は
平
成
23
年
3
月
31
日
ま
で

無
料
で
交
付
で
き
ま
す
�

く
つ
ぬ�

な
み
う
ち�

お
か
も
と�

た

い

�

お
う
や
し
き�

む
ね
な
が�

ご
だ
い
ご�

４４�No. 神 田 小 学 校 �

食育参観・親子給食・食育講話を通して�

申し込み・問い合わせ（財）三豊市国際交流協会　☎ 56-5121（マリンウェーブ内・火曜休館）�
ホームページ　ht tp : //www.m i toyo.org/

よくかむと�
どんないいことが�
あるのかな？�

よくかんで�
食べられて�
いるかな？�

▲尊澄法親王御旧跡�

① 2月15日（月）�

無料（要予約）�
マリンウェーブ�
午後1時30分～2時30分�

② 2月18日（木）�

③ 2月25日（木）�

ク ラ ス

時　　間

場　　所

参 加 料

　
詫
間
町
田
井
の
王
屋
敷
と
い
う
地
に
「
妙

法
院
尊
澄
法
親
王
御
旧
跡
」
と
刻
ま
れ
た

記
念
碑
が
立
っ
て
い
ま
す
。
約
二
三
〇
年
前

に
建
立
さ
れ
た
も
の
で
、近
く
に
祠
が
祀
ら

れ
て
い
ま
す
。�

　
こ
こ
は
、日
本
の
歴
史
に
名
を
残
す
「
尊

澄
法
親
王
」
の
居
宅
跡
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。一
体
ど
の
よ
う
な
人
物
だ
っ
た
の
で
し

ょ
う
か
？�

　
法
親
王
は
、本
名
を
宗
良
親
王
と
言
い
、

父
は
建
武
の
新
政
で
有
名
な
後
醍
醐
天
皇

で
す
。鎌
倉
幕
府
打
倒
を
目
指
す
父
の
企
て

に
法
親
王
も
加
わ
り
ま
し
た
が
、武
運
つ
た
な

く
敗
れ
、捕
ら
わ
れ
て
京
の
都
か
ら
遠
く
離

れ
た
讃
岐
国
に
流
刑
に
処
せ
ら
れ
ま
し
た
。�

　
法
親
王
を
乗
せ
た
船
が
到
着
し
た
の
が
、

現
在
の
詫
間
町
で
す
。
沓
脱
ぎ
石
と
い
う

と
こ
ろ
に
上
陸
し
た
法
親
王
は
、浪
打
八

幡
宮
の
社
僧
に
迎
え
ら
れ
、王
屋
敷
の
館

に
入
り
ま
し
た
。�

　
詫
間
に
雌
伏
す
る
こ
と
一
年
三
カ
月
、

父
の
倒
幕
運
動
が
成
功
し
、い
っ
た
ん
は

中
央
に
復
帰
し
た
法
親
王
で
す
が
、南
北

朝
分
裂
の
動
乱
の
中
、各
地
に
転
戦
の
末
、

吉
野（
奈
良
県
）に
退
き
、死
没
す
る
ま
で

南
朝
方
を
支
え
ま
し
た
。�

　
法
親
王
の
館
は
、中
央
に
台
地
が
築
か

れ
、堀
が
巡
ら
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ

の
周
辺
に
は
先
述
の
よ
う
な
地
名
も
多
数

残
っ
て
お
り
、日
本
の
中
央
史
に
直
結
す
る

も
の
で
あ
る
と
し
て
、昭
和
四
五
年
に
市（
当

時
詫
間
町
）の
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

歌
人
と
し
て
も
知
ら
れ
る
法
親
王
は
、現

在
も
地
元
の
人
た
ち
に
親
し
ま
れ
、御
旧

跡
は
自
治
会
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
、大
切
に

守
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
ち
な
み
に
、法
親
王
と
一
緒
に
中
央
よ
り

作
陶
技
術
も
讃
岐
に
伝
来
し
ま
し
た
。
こ

れ
が
現
在
豊
中
町
岡
本
地
区
に
伝
わ
る「
岡

本
焼
」
の
由
来
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。�

※
「
法
親
王
」
は
通
常
「
ほ
っ
し
ん
の
う
」
と
読
み

ま
す
が
、地
元
で
は
「
ぼ
う
し
ん
の
う
」
と
呼

称
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
稿
で
は
後
者
に
従
い
ま

し
た
。�

　
三
豊
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
�

　（
市
役
所
2
階
　
総
務
課
内
）�

※
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
は
、公
職
選
挙

法
上
の
規
定
が
準
用
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、名

簿
縦
覧
期
間
以
外
の
閲
覧
は
一
切
行
う
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
名
簿
登
録
確
認
等
を
さ
れ
る
人

は
必
ず
期
間
内
に
申
し
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
�

　神田小学校では、毎

年1・3・5年生の保護

者を対象に食育参観、

親子給食、食育講話と

いう流れで食の家庭

啓発活動を行っています。�

　月1回の学校栄養職員の来校時に合わせて、各学年

の発達段階に応じた食育の授業を行い、保護者に参観

してもらいます。この日の授業は、3年生「かむことのよ

さ」についての授業でした。授業を通して、日ごろどん

なものを好んで食べているかなど、食生活について振り

返りました。�

　食育参観の後は、ランチルームでの親子給食です。

保護者に、子どもたちの配膳の仕方や食事の様子を

見てもらったり、配膳や片付けなどの給食体験をし

てもらったりしています。給食の時間には、献立にち

なんだ食指導もあります。�

　親子給食に続いて、保護者対象の食に関する講話です。

今回は、栄養のバランスが大切なこと、一日の活力のも

とは朝ごはんなど、食事の大切さについての講話があり

ました。�

　今後も家庭と協力しながら、子どもたち自身がさまざ

まな面から、食事の大

切さについて考えて

いけるような取り組み

を実践していきたい

と思います。�

じゃぱんぐりっしゅ�

　スペイン出身のナチョ先生と一緒に、異文化理解
を深めるための講座を開催します。英語や日本語を
使いながら楽しむフリートーク型交流サロンです。�

こんにちは。
ナチョです。リラッ
クスした雰囲気で、い
ろいろな面白い話題に
ついて会話を楽し

みましょう。�
●
受
付
場
所
　
市
民
課
（
各
支
所
市
民
サ
ー

　
ビ
ス
課
で
も
受
け
付
け
で
き
ま
す
が
、即
日

　
交
付
は
で
き
ま
せ
ん
）�

●
申
請
に
必
要
な
も
の
�

①
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
本
人

　
確
認
が
で
き
る
書
類
�

②
印
鑑
�

③
写
真
付
き
住
基
カ
ー
ド
を
作
る
�

　
場
合
は
顔
写
真（
縦
　
 
横
　
 
）�

◆
問
い
合
わ
せ
�

　
市
民
課
　
☎
73
・
3
0
0
5

ほ
こ
ら�

ま
つ�

4.5�
cm

3.5�
cm
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か
が
わ
長
寿
大
学
受
講
生
募
集
�

自
衛
官（
特
別
職
国
家
公
務
員
）募
集
�

木
造
住
宅
耐
震
対
策
講
座
�

松
の
冬
期
剪
定
講
習
会
�

特
許
出
願
を
応
援
し
ま
す
�

若
者
自
立
支
援
相
談
�

（
さ
ぬ
き
若
者
サ
ポ
ー
ト
�

　
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
出
張
相
談
）�

ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
�

オ
リ
オ
ン
座
か
ら
�

「
冬
の
大
三
角
形
」
を
さ
が
そ
う
�

2
月�
の�

三
豊
市
メ
ー
ル
配
信
�

サ
ー
ビ
ス
実
施
中
�

登
録
は
こ
ち
ら
▼
�

平
成
21
年
度
明
る
い
選
挙
�

啓
発
ポ
ス
タ
ー
入
選
作
品
展
示
�

平
成
22
年
度
高
等
学
校
通
信
制
�

課
程
生
徒
募
集
�

◆
募
集
区
分
�

　
予
備
自
衛
官
補
�

◆
応
募
資
格
�

・
一
般
公
募
　
18
歳
以
上
34
歳
未
満�

・
技
能
公
募
　
詳
し
く
は
お
問
い
合

　
わ
せ
く
だ
さ
い
。
�

◆
受
付
期
間
�

　
4
月
9
日
（
金
）
ま
で
�

◆
問
い
合
わ
せ
�

　
自
衛
隊
観
音
寺
地
域
事
務
所
�

　
☎
25
・
6
1
2
2
�

�����������

��◆
修
業
年
限
�

　
3
年
コ
ー
ス
（
丸
亀
高
校
）
�

　
4
年
コ
ー
ス
（
丸
亀
高
校
・
高
松

　
高
校
）
�

◆
出
願
資
格
�

　
中
学
校
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
学

　
校
を
卒
業
し
た
人
�

◆
出
願
受
付
期
間
�

　
3
月
1
日
（
月
）
〜
19
日
（
金
）
�

　
19
日
は
午
後
1
時
ま
で
�

◆
試
験
日
お
よ
び
会
場
�

　
個
別
に
通
知
�

◆
試
験
内
容
�

　
作
文
・
面
接
�

◆
問
い
合
わ
せ
�

　
丸
亀
高
等
学
校
�

　
☎
0
8
7
7
（
2
3
）
6
0
0
3
�

　
高
松
高
等
学
校
�

　
☎
0
8
7
（
8
3
1
）
7
2
4
4
�

��◆
受
講
資
格
�

　
4
月
1
日
現
在
で
満
60
歳
以
上
の

　
人
�

◆
定
　
員
�

　
1
9
0
人
�

◆
開
講
期
間
�

　
4
月
〜
平
成
24
年
3
月（
2
年
制
）�

　
年
間
26
日
間
�

　
（
1
時
限
90
分
・
1
日
2
時
限
）
�

◆
受
講
場
所
�

　
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
�

◆
受
講
料
�

　
1
年
に
つ
き
2
万
円
�

◆
申
し
込
み
期
限
�

　
2
月
28
日
（
日
）
当
日
消
印
有
効
�

◆
問
い
合
わ
せ
�

　
（
財
）
か
が
わ
健
康
福
祉
機
構
�

　
☎
0
8
7
（
8
6
3
）
0
2
2
2
�

������◆
日
　
時
�

　
2
月
24
日
（
水
）
�

　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時
�

◆
場
　
所
�

　
豊
中
町
保
健
セ
ン
タ
ー
�

◆
相
談
内
容
�

　
就
職
支
援
相
談
�

　
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
�

◆
対
　
象
�

　
15
歳
か
ら
お
お
む
ね
39
歳
ま
で
の

　
人
ま
た
は
そ
の
家
族
�

◆
問
い
合
わ
せ
�

　
商
工
観
光
課
�

　
☎
62
・
1
1
2
9
�

�����������◆
日
　
時
�

　
2
月
13
日
（
土
）
�

　
午
前
9
時
30
分
〜
11
時
�

◆
場
　
所
�

　
財
田
町
公
民
館
�

◆
講
　
師
�

　
桂
　
こ
け
枝
　
氏
�

◆
問
い
合
わ
せ
�

　
財
田
町
公
民
館
�

　
☎
67
・
0
1
0
8
�

����◆
日
　
時
�

　
2
月
21
日
（
日
）
�

　
午
後
7
時
〜
9
時
�

◆
場
　
所
�

　
山
本
ふ
れ
あ
い
公
園
�

◆
対
　
象
�

　
ど
な
た
で
も
�

　（
小
学
生
以
下
は
、
保
護
者
同
伴
）�

※
雨
天
曇
天
時
は
、
生
涯
学
習
セ
ン

　
タ
ー
で
ビ
デ
オ
学
習
を
し
ま
す
。
�

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
�

　
山
本
町
公
民
館
�

　
☎
63
・
1
0
4
1
�

��◆
日
　
時
�

　
2
月
20
日
（
土
）
�

　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
�

◆
場
　
所
�

　
高
松
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
�

◆
講
　
師
�

　
東
京
い
の
ち
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
　

　
副
理
事
長
　
鍵
屋
　
一
 

氏
�

◆
定
　
員
�

　
2
0
0
人
（
先
着
順
）
�

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
�

　
県
土
木
部
住
宅
課
�

　
☎
0
8
7
（
8
3
2
）
3
5
8
4
�

��◆
日
　
時
�

　
2
月
21
日
（
日
）
�

　
①
午
前
9
時
30
分
〜
正
午�

　
②
午
後
1
時
30
分
〜
4
時�

　
①
②
い
ず
れ
か�

◆
場
　
所
�

　
坂
出
市
番
の
州
公
園
管
理
事
務
所
�

◆
定
　
員
�

　
各
組
20
人
�

◆
講
　
師
�

　
日
本
樹
木
医
会
香
川
県
支
部
�

　
末
澤
　
正
義
　
氏
�

◆
申
し
込
み
期
限
�

　
2
月
13
日
（
土
）
�

　
郵
便
ま
た
は
F
Ａ
Ｘ
、
E
メ
ー
ル
で

（
電
話
申
し
込
み
は
不
可
）�

◆
問
い
合
わ
せ
�

　
坂
出
緩
衝
緑
地
管
理
事
務
所
�

　
☎
0
8
7
7
（
4
5
）
6
8
2
0
�

�����　
市
で
は
、
産
業
振
興
や
地
域
活
性

化
を
図
る
た
め
、
知
的
財
産
権
取
得

出
願
に
必
要
な
経
費
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。
�

◆
補
助
率
�

　
補
助
対
象
経
費
の
2
分
の
1
以
内
�

◆
補
助
限
度
額
�

　
1
補
助
事
業
あ
た
り
30
万
円
ま
で
�

◆
申
し
込
み
期
限
�

　
2
月
26
日
（
金
）
�

◆
問
い
合
わ
せ
�

　
政
策
課
　
☎
73
・
3
0
1
0
�

���◆
日
　
時
�

　
2
月
17
日
（
水
）
〜
28
日
（
日
）
�

　
午
前
9
時
〜
午
後
6
時
�

※
23
日
（
火
）
は
休
館
日
�

◆
場
　
所
�

　
マ
リ
ン
ウ
ェ
ー
ブ
�

◆
展
　
示
�

　
入
選
作
品
1
0
0
点
�

◆
問
い
合
わ
せ
�

　
三
豊
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
�

　
☎
73
・
3
0
0
0

西讃県民センター　☎25－5135

▲
� 問い合わせ� 子育て支援課　☎73－3016

▲
� 問い合わせ�　　　　　�

▲
� 申し込み・問い合わせ　商工観光課　☎62－1129

生　活
�

辞 典�豆�

相談事例�

　「○○業者から布団の購入をしていませんか？その
布団のクレームがあり、購入された家庭を訪問してい
ます」と業者から電話がありました。翌日、その業者
が家に来たので布団を見せたところ「これはリフォー
ムをしないといけない」と言われ、高額だとは思いま
したが契約をしました。しかし、後で考えると、やは
り高額なので解約したいのですが。�

　契約書面を受け取ってから8日以内は、クーリングオ
フをすることができます。業者の言葉に誘われ個人情報
を教えてしまう場合がありますが、十分気をつけましょ
う。商品を購入したりサービスの契約をする場合には、
すぐに契約をせずに家族に相談するなど、じっくり考え
ましょう。�

アドバイス�

　三豊のウォークでは初めて！普段の生活で使って
いる製品の工場や、ほとんど見ることのできない車
のオークション会場を見学。今までのコースとは一
味違う「みとよ」を楽しんでください。�

2月27日（土) 午前9時30分�
ＪＲ予讃線詫間駅�
※駐車場はありませんので、ＪＲ等公共 
　交通機関をご利用ください。�

約9.8km（約5時間10分）�

�

�

500円（保険料込み）�

　　2月25日（木）�

日　時�

集合場所�
演　題�

場　所�

日　時�

コース�

参加料�

申し込み期限�

　三豊市と四国学院大学とが連携して行う“三豊の
子どもたちを元気にするプロジェクト”の一環として、
講演会を開催します。�

　興味のある人、スポーツ少年団等児童を指導する
立場にある人等どなたでも受講できますので、ぜひ
お越しください。�

1961年栃木県生まれ。筑波大学大学院修了。�
現在四国学院大学副学長・教授。�
「子どものスポーツ、その光と影」「大学ダイエット
講義」等著書も多数あり、多くのTV番組にも出演。�

3月7日（日) 午後1時30分～（60分程度）�
マリンウェーブ�

「子どもの発達と生活」�

駅から駅から�駅から駅から�駅から駅から�駅から�

JR詫間駅⇒㈱丸善⇒TAA四国会場（トヨタ
ユーゼック）⇒たかせ天然温泉⇒新田神社⇒
ＪＡ高瀬ふれあい産直市⇒清水菓子舗⇒ＪＲ
高瀬駅�

漆原光徳教授のプロフィール�

・
た
き
火
の
場
所
を
離
れ
る
と

　
き
は
完
全
に
消
火
す
る
こ
と�

・
風
が
強
い
日
は
、
た
き
火
や

　
火
入
れ
を
し
な
い
こ
と�

人
権
講
演
会
�

こ
け
枝
の
ほ
の
ぼ
の
人
権
噺
�

じ
ん
け
ん
ば
な
し
�

山
火
事
注
意�

！�
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子育て支援課　☎73－3016

対　象� 日程� ※場所�受付時間�

※香川県人口移動調査による�

世帯数� 世帯�（－29）� （－39）�人�男�

総人口� （－78）� （－39）�人� 人�女�

　このたび、次の皆さまより善意のご寄付をいただきま
した。厚くお礼申し上げます。　　　　（敬称略・受付順）�

平成22年1月1日現在�

社会福祉協議会へ�

みとよ未来技術基金へ�

10：00～11：30
日　程� 時　間� 場　所�

上高野文化センター�

上高野文化センター　☎62－2377

15日（月）�

9：30～15：00
日　程� 時　間� 場　所�

登録商標や企業・技術紹介の相談（要予約）�

豊中町保健センター�

商工観光課　☎62－1129

9日（火）�

（　）内は前月比�

13：00～15：00�
10：00～15：00�
10：00～15：00�
13：00～16：00�
13：00～15：00�
10：00～15：00�
13：00～16：00

2日（火）�
3日（水）�
8日（月）�
10日（水）�

15日（月）�

16日（火）�

日　程� 時　間� 場　所�

三野町社会福祉センター�
豊中町保健センター�
三豊市役所�
詫間福祉センター�
山本庁舎�
仁尾庁舎�
財田庁舎�

総務課　☎73－3000または各支所市民サービス課�

表�紙�今�月�の�

対象は、新規就農予定者・就農5年以内の農業者（要予約）�
三豊市担い手育成総合支援協議会事務局　☎62－3075

日　程� 時　間� 場　所�

13：00～16：00
�
西讃農業改良普及センター�

　9日（火）�
10日（水）�
12日（金）�

マリンウェーブ　☎56－5111▼
�

日　程� 時　間� 場　所�

10：00～15：00

豊中町保健センター�
財田庁舎�
三豊市役所�
詫間福祉センター�
山本町農村環境改善センター�
三野町社会福祉センター�
仁尾庁舎�

3日（水）�
4日（木）�
8日（月）�
10日（水）�
15日（月）�

22日（月）�

人権課　☎73－3008または各支所市民サービス課�

税務課　☎73－3006

▲
� 問い合わせ�

口座振替日および納期限�

3月1日（月）�

健康課　☎73－3014

（12月受付分）�

豊中�

三野�
豊中�
三野�
豊中�
三野�

16日（火）�

23日（火）�
4日（木）�
9日（火）�
18日（木）�
25日（木）�

13:30～�
　　13:50

4･10カ月児健診�
（平成21年10月生まれ）�
（平成21年4月生まれ）�

3歳児健診��
（平成18年7月生まれ）�

1歳6カ月児健診�
（平成20年7月生まれ）�

農業委員会　☎62－1137
日　程� 時　間� 場　所�

13：30～16：00
詫間福祉センター�
仁尾庁舎�
財田庁舎�

9日（火）�
10日（水）�
12日（金）�

高瀬町�
財田町�
高瀬町�
三野町�
高瀬町�
豊中町�
高瀬町�
財田町�
�

詫間町�

詫間福祉センター�
山本町保健センター�
豊中町保健センター�
三野町保健センター�
仁尾町福祉会館�
財田町国保高齢者保健福祉支援センター�
高瀬町公民館�

9:30～11:00

日　程� 時　間� 場　所�

4日（木）�
10日（水）�
12日（金）�
15日（月）�
16日（火）�
18日（木）�
24日（水）�

仁尾庁舎�
三豊市役所�
財田町国保高齢者保健福祉支援センター�
三野町保健センター�
豊中庁舎�
山本町保健センター�
詫間福祉センター�

10：00～11：00

日　程� 時　間� 場　所�

1日（月）�
4日（木）�
9日（火）�
12日（金）�
17日（水）�
18日（木）�
24日（水）�

地域包括支援センター　☎73－3017
認知症や介護に関すること、成年後見制度や高齢者虐待などの相談�

13：30～15：00
日　程� 時　間� ※場　所�

豊中�

子育て支援課　☎73－3016

23日（火）�
※場所　豊中…豊中町保健センター�
　　　　三野…三野町保健センター�

◎県の専門員が相談に応じます。�
◎希望者は事前に電話で申し込んでください。 �

2月17日（水）　午後7時開演�
一般 500円　　学生 100円�

林家市楼�
日向家ひかる（小学5年生・高瀬町）  �
潮流亭謙笑（小学4年生・坂出市）  

潮流亭謙笑� 日向家ひかる� 林家市楼�

 24日（水）�

子育て支援課　☎73－3016

豊中�

対　象� 日程� ※場所�受付時間�
16週以降の妊婦�

（希望者は1週間前までに電
話でお申し込みください）�

9：20～9：30

 21日（日）�

子育て支援課　☎73－3016

三野�

対　象� 日程� ※場所�受付時間�
16週以降の妊婦と夫�
（希望者は1週間前までに電
話でお申し込みください）�

9：15～9：30

3月�
3日（水）�

子育て支援課　☎73－3016

三野�

対　象� 日程� ※場所�受付時間�
1歳未満児を持つ家族
（希望者は2/15～2/24の間
に電話でお申し込みください）�

※託児あり�
13：20～13：30

10：00～15：00

日　程� 時　間� 場　所�

中小企業の経営に関する相談（要予約）�

三豊市役所�

政策課　☎73－3010

10日（水）�
24日（水）�

出　演�

日　時�

料　金�

大前　充生�
岡　　義治�
安藤　　満�
藤谷　文雄�
白井　文夫�
大塚　泰夫�
櫛部　則繁�
川崎　隆之�

豊中町�
高瀬町�
詫間町�
詫間町�
山本町�

財田町生活研究グループ�
ふれあいパークみの�

矢野　　功�
森　ミヤ子�
岡田　正昭�
松崎茶道クラブ�
さくらんぼの会�

月　曜　会�

日　程� 医療機関名� 電話番号�市町名�

そがわ医院�
かもだ内科クリニック�
平林医院�
久保外科整形外科医院�
森川整形外科病院�
渡辺ハートクリニック内科�
森クリニック�
クニタクリニック�
山地外科医院�
高室医院�

7日（日）�
�

11日（木）�
�

14日（日）�
�

21日（日）�
�

28日（日）�

豊中町�
観音寺市�
詫間町�
観音寺市�
高瀬町�
観音寺市�
三野町�
観音寺市�
三野町�
観音寺市�

62－2357�
23－4976�
83－2221�
25－5515�
72－5661�
23－2022�
72－1567�
25－1577�
72－2577�
25－8311

福祉課　☎73－3015
日　程� 時　間� 場　所�

4日（木）�
10日（水）�
16日（火）�
18日（木）�

高瀬町公民館（さくらの会）�
三野町太陽の家（みつばちの会）�
詫間福祉センター（みつより会）�
山本町老人ふれあいプラザ（わかたけの会）�

10:00～11:30

13：30～15：30�
10：00～11：30

10:00～11:30
日　程� 時　間� 場　所�

詫間福祉センター�5日（金）�

福祉課　☎73－3015

16日（火）�

子育て支援課　☎73－3016

豊中�

対　象� 日程� ※場所�

歯ブラシ��
コップ�

持参物�時間�

1～3歳（市内在住）の子
どもと保護者 ※申込不要�

10：00～�

※休日当番医は、都合により変更になることがあります。�

日　程� 医療機関名� 電話番号�市町名�

まきの歯科医院�
うすき歯科医院�
いその歯科クリニック�
中西歯科医院�

7日（日）�
14日（日）�
21日（日）�
28日（日）�

観音寺市�
観音寺市�
観音寺市�
高瀬町�

23－2848�
52－6150�
57－1550�
72－3888

　成人式は、昨年9月からスタッフ19人が会議を重
ね、企画を練ってきました。�
　この日は、式典の当日に新成人全員に渡す記念品づ
くり。みんなに会える日を楽しみに、手作りのメッセ
ージカードを入れた思い出のポンジュースとミルメー
クを、1つ1つ心を込めてラッピングしました。�
　スタッフの趣向が凝らされた手作りの成人式は、華
やかな中にも思い出に残る二十歳の門出となりまし
た。�

2 月�は�
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　「おなかのすく生活リズムのもてる子」をねらいに食

育活動に取り組んでいます。体や脳を働かせてたくさん

遊ぶことで「あ～おなかがすいた、今日の給食は何か

な？」と待ちわびることができる子ども、また、直接体験

や感動体験を通して「食」に対する興味や関心、感謝の

気持ちが育まれるようにと考えています。�

　4・5歳児は地域の皆さ

んの協力を得て、お米が

できるまでの過程を体験

し、3歳児は食品製造業

の見学に行きました。ま

た、お家の人といっしょに

野菜の栽培にも取り組ん

できました。自分で世話をし、収穫した野菜は、給食室や

家庭に持ち帰り調理してもらったり、みんなでクッキング

を楽しんだりしまし

た。野菜作りの体

験を通して、嫌いな

野菜も食べられる

ようになり、野菜に

対する興味関心も

広がってきたことを

感じます。�

　これからも、地域の皆さんや保護者の協力を得ながら

直接体験や感動体験を重ね、子どもたちが豊かなこころ

とからだを育んでいけるようにと思っています。�

　ボランティア委員会が中心となって、住み良いまち、誇

れる学校を目指して活動しています。�

　地域での活動では、

駅・公園・通学路などの

清掃を計画し、保護者の

皆さんの協力も得ながら

年 2 回実施しています。

その後、資源回収を行う

ことで環境問題にも関心を深めています。また、老人ホ

ームで介護ボランティアとしても貢献しています。学校

でも、毎週水曜日の朝、校内の緑化や清掃、牛乳パック

の整理などを行っています。全校生のほとんどが 7 時

35分から参加し、主体的に取り組んでいます。�

　地域に貢献し、自分の学校のために素直な心で前向き

に取り組む生徒たち、これからも継続することで人間と

して大きく成長していきます。�

2月27日（土）�
午前10時～�

絵本の読み聞かせ�
手あそびなど�

日 時 �

内 容 �

問い合わせ　山本町図書館　☎ 6 3－1 0 4 1▼
�

読みたい本が図書館に

ないとき、リクエストす

ると・・・�

図書館が購入するか、他

の図書館から本を取り

寄せて、借りることができます。リクエストしたい本の

題名、著者、出版社などを職員にお伝えください。�


